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鹿児島大学英語教育改革報告書Ⅲ

＜平成23年度一平成24年度＞

鹿児島大学教育センター外国語教育推進部

序：本報告書は、先般刊行した「鹿児島大学英語教育改革報告書Ⅱ」の続編として編集したものである。

平成20年度に始まった鹿児島大学の英語教育改革は平成24年度で5年経過した段階であり、その間様々な

データの蓄積がなされ、改革の進捗状況を見る上でそれらのデータを検証する、ということが本報告書編集

の主たる意図である。

なお、平成24年度より鹿児島大学は、従来からの農学部獣医学科を共同獣医学部とし、その教育課程を

山口大学と共同で実施することとなった。この学部には共通教育の外国語科目として英語I(1年次対象の

通年科目）と英語Ⅱ(2年次対象の通年科目）があるが、英語Iは基本的に鹿児島大学方式で行われる点を付

記しておく。

1.23年度・24年度G-TELPの実施状況について

1-1G-TELPの実施概要

本学では20年度から各学期の第11週前後に、G-TELP(GeneralTestsofEnglishLanguage

Proficiency)(国際英検）を実施している。このテストは、文法、聴解、読解、の3領域からなる目標基準

準拠テストである。このG-TELPについて、日本では最も難易度の高いレベル1からレベル4までのテス

トが実施可能となっているが、本学ではこのうちレベル3（英検準2級－2級、TOEIC400-600程度）を

採用している。23年度と24年度は、資料1に示した日程で実施した。

資料123年度・24年度G-TELPの実施概要

実施年度 23年度 24年度

前期 後期 前期 後期

実施期間 6月27日（月） 12月12日（月） 6月25日（月） 12月10日（月）

～ 7月1日（金） ～ 12月16日（金） ～6月29日（金） ～ 12月14日（金）

受験対象者 1年生 1年生 1年生 1年生

(実受験者数） 2008名） (1789名） (1996名） (1774名）

2年生 2年生

(978名） (1037名）

試験問題 Form310 Form317 Form310 Form317

(1年生） (1年生）

Form319 Form319

(2年生） (2年生）

本学でのG-TELPは、1年生向けの共通教育英語科目履修者全員を受験対象とし、これらの授業時間中

に各担当教員に実施を依頼して行っている。また、22年度から、2年生向けに全8学部（平成24年度より

9学部）中5学部で開設している共通教育英語科目「英語オープン」クラス履修者全員も受験対象とした。

試験実施に際し、病気などの理由で受験できなかった学生への対策として、2日間の予備日も設けた。

資料1の受験者数を見ると、両年度とも後期での受験者数が200人以上減少している。これは、本学の技

能審査（外国語技能検定試験）合格者等の単位認定制度を利用して、英検やTOEICなどの資格や成績を取
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得し、後期に英語科目を履修せずに単位認定を申請する学生が増えるためと思われる。

1-21年次での成績推移

23年度・24年度のG-TELP試験結果について、まずl年次での成績推移について概説する。本学ではr,

年度・24年度ともに前期にForm310を、後期にForm317を使用した。また、資料2及び3は、23年度

と24年度の本学全体の平均点の推移を示している。

なお、本稿で示すt検定で有意差を検証した全ての資料は、より正確な比較を期すため、各比較対象期間

すべての試験を受験した学生のみを対象として分析している。そのため、これらのデータでの対象者は、資

料lで示した受験者数と若干異なる。例えば、前期と後期の平均点を比較した資料2では、前期と後期の両

方受けた学生のデータに基づく結果を示している。

資料2G-TELPの鹿児島大学全学平均点推移i23年度)(調査対象者1734名）

セクション
前期

(Form310

後期

(Form317)

得点差 有意差

全学 GRM 60．9 64．6 3.7 あり

LST 41．7 49.8 8.1 あり

RDG 56.7 53．8 －2．9 あり

TTL 159.4 168.2 8．9 あり

資料3G-TELPの鹿児島大学全学平均点推移24年度)(洲在対象者1727名）

セクション
前期

(Form310)

後期

(Form317)
得点差 有意差

全学 GRM 59.7 64.3 4.5 あり

LST 41.4 50.0 8.6 あり

RDG 56.1 53.7 －23 あり

TTL 157.2 168.0 10．8 あり

まず､資料2と3が示すとおり､両年度とも全学的にTTL(合計点)は前期と比べて後期では上昇している。

また、試験の各セクションのうち、GRM(文法）とLST(聴解）は後期で得点が上昇し、RDG(読解）は

低下している。そこで、これらの得点の推移が単に偶然だったのか、それとも明確な理由による結果だった

のかを確認するため、t検定で検証した。その結果、後期で得点の上昇が見られたGRM，LST，TTLにつ

いては、それぞれの推移に両年度とも有意差があった（巻末に詳細データを記載)。有意差とは、偶然に起

こる可能性が極めて少ない差であり､受験者の英語能力に意味のある'ﾘl確な差があったことを示す。つまり、

Illlj年度ともGRMとLSTの力は向上し、またTTLの結果からも、総合的に英語力は向上した、と言える。

一方、後期でのRDGの低下については、t検定の結果、23年度と21年度は有意差があった。つまり、何

らかの明確な理由があって得点が下落したことが示唆される。

後期でのRDG力が低下、あるいは前期と同水準で推移した理由ついては、今後、詳しく検証する必要が

あるが、理由のひとつとして、前期と後期の試験問題の違い、ということも考えられる。

資料4と5では、両年度の試験結果を学部別にまとめている。得点推移の傾向は、全学同様、GRM、

LST、TTLは後期で得点が上昇し、RDGは低下する傾向が見られた。後期でのTTLの伸びは、t検定の結

果､ほとんどの学部の数値に有意差があり、これらの学部では後期にはlﾘlらかに英語力は向上した、と言える。

その後期での｛Illびの1幅は、学部によって差が見られた。例えば24年度の合計点の得点差を見た場合、農学

部の伸びの数値（得点差15.9ポイント）は､法文学部の伸びの数値（得点差8.6ポイント）の倍近くあった。

このように、学部によって伸びに差があることに何か要因があるのか、今後、調査する必要がある。資料4

と資料5を見るうえで注意すべきことは、24年度より山口大学との共同獣医学部が開設され、従来の全学

8学部から9学部となった点である。
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資料4G-TELPの鹿児島大学学部別､p均,i,(推移(23年度） 資料5G-TELPの鹿児島大学学部別平均点推移(24年皮）

1-31年次から2年次前期までの成績推移

22年度から、2年次前期に教育学部､水産学部､農学部､理学部､工学部の5学部で開設されている英語オー
プン履修者にも、G-TELP受験を義務付けた。このことで、同一学生をl年次前期・後期、2年次前期の3

期にわたって追跡訓査することが可能となった。この調査結果を、資料6と7で示している。

①

④

全学

セクション

GRM

LST

RDG

TTL

前期

(23年6月）

60．9

41．7

56．7

159．4

後期

(23年12月）

64．6

49．8

53．8

168．2

得点差

q7
写･I

8．1

－2．9

8．9

有意差

あり

あり

あり

あり

全学

セクション

GRM

LST

RDG

TTL

前期

(24年6月）

59．7

41，4

56．1

157．2

後期

(24年12月）

64．3

50．0

53．7

168．0

得点差

4.5

8.6

－2．3

10．8

有意差

あり

あり

あり

あり

医学部

医学科

医学部

保健学科

教育学部

工学部

歯学部

水産学部

農学部

法文学部

理学部

セクション

GRM

LST

RDG

TTL

GRM

LST

RDG

TTL

GRM

LST

RDG

TTL

GRM

LST

RDG

TTL

GRM

LST

RDG

TTL

GRM

LST

RDG

TTL

GRM

LST

RDG

TTL

GRM

LST

RDG

TTL

GRM

LST

RDG

TTL

前期
(23年6月）

80.2

54．4

76.4

211．1

66．2

42.3

60．7

169．3

59．2

41．9

55．6

156．6

55．2

38．5

52．1

145．9

80．9

44．1

70.8

195．8

56．0

41．3

50．6

147．9

63．5

42.0

57．8

163．2

66．2

44．1

62．5

172．8

58．8

40．9

53．8

153．6

後期

(23年12月）

83．1

64.7

74．5

2223

67．7

49.3

58．3

175.3

63.0

48.5

52．9

164.4

60．1

46．4

49．0

155．5

80.4

50．8

71．1

202.2

59．7

50．2

47．2

157．1

67．9

51．7

56．0

175．6

68．4

51．8

59．3

179.4

62．7

49．7

50．2

162．6

得点差

2.8

10．3

－20

11．2

1．5

7.0

－2．4

6.0

3.9

6．6

－2．7

7．8

4.9

7.8

－3．1

9．7

－0．6

6．7

0．3

6．4

3．6

9．0

－3．5

9．1

4．5

9．7

－1．8

12．4

2．2

フフ
ノ．ノ

－3．2

6.6

3．9

8.8

－3．6

9.1

有意差

なし

あり

なし

あり

なし

あり

なし

あり

あり

あり

あり

あり

あり

あり

あり

あり

なし

あり

弁I
'ふしノ

なし

あり

あり

あり

あり

あり

あり

あり

あり

あり

あり

あり

あり

あり

あり

あり

あり

医学部

医学科

医学部

保健学科

教育学部

工学部

歯学部

水産学部

農学部

法文学部

理学部

共同獣医学部

セクション

GRM

LST

RDG

TTL

GRM

LST

RDG

TTL

GRM

LST

RDG

TTL

GRM

LST

RDG

TTL

GRM

LST

RDG

TTL

GRM

LST

RDG

TTL

GRM

LST

RDG

TTL

GRM

LST

RDG

TTL

GRM

LST

RDG

TTL

GRM

LST

RDG

TTL

前期
(24年6月）

78．2

56．4

75．0

209.5

67．1

43．9

61．8

172．8

57．5

41．0

54．8

153．4

543

38．2

51．2

143．7

68．6

48．2

58．0

174．7

56．4

39．3

52．6

148．3

59．1

40．4

54．0

153．6

63．4

43．1

609

167．4

58．3

40．8

52．9

152．0

79．7

50.6

77.5

207.8

後期

(24年12月）

84.8

63．9

74．0

ククク.7

69．5

51．0

58．7

179．1

62．6

49．8

52．0

164，3

59．0

46．5

48.6

154．1

76．6

53．6

66.0

196．2

60．4

51．0

49．7

161．1

65．9

50．2

53．4

169．5

66.6

51．3

58．1

176．0

62．5

48．4

50．1

161.1

826

62．3

73．5

218．5

得点差

6.6

7.5

－1．0

13．2

2.4

71

-3．1

6.3

5.0

8.7

－28

10．9

4-7

8.3

－2．6

10．4

8.0

5.5

8.1

21．5

4.0

11．7

－2．9

12．7

6.7

9．8

-0．6

15．9

3．2

8．2

－28

8．6

4．3

ヲ医
Jロツ

－2．7

9．1

2．9

11．7

-4.0

10．6

有意差

あり

あり

あレノ

あり

なし

あり

あり

あり

あり

あり

あり

あり

あり

あり

あり

あり

あり

なし

あり

あり

あり

あり

あり

あり

ｊ
Ｖ
Ｉ
Ｉ
ノ

ー
の

あり

なし

あり

あり

あり

あり

あり

あり

あり

あり

あり

なし

あり

あり

あﾚノ
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盗料6英語オープン履修者のG-TELPにおける3期､I'-均点椛移(調在対象者:952名）

1年次 2年次

セクション 23年度前期 23年度後期 24年度前期

GRM 59.0 62.9 62．5

LST 41．1 49．1 47．8

RDG 54．7 51．8 54.8

TTL 154．8 163．8 165．1

資料7英語オープン履修者のG-TELPの平均点推移（洲在対象者:952名）

23年度前期－23年度後期 23年度後期－24年度前期

セクション 差 有意差 差 有意差

GRM 3．9 あり －0．4 なし

LST 8．0 あり -1．3 なし

RDG －2．9 あり 3.0 あり

TTL 9．0 あり 1．4 あり

資料6から、TTLは受験回数を重ねるごとにf'l'ぴが見られる。また、資料7から、これら23年度前期か

ら後期の伸び（90ポイント）と、23年度後期から24年度前期にかけてのTTLの伸び(1.4ポイント）は、

それぞれ統計的に有意差があった（巻末に詳細データを記載)。得点の伸びは、l年次の23年度前期一後期

に比べて2年次の23年度後期－24年度前期は鈍化している。しかし、英語オープン履修者が所属する学部

では、l年次は英語科11を週2科'三l履修し、2年次は英諮オープンのみ週l科目履修する体制となっている

点を考慮する必要がある。週nil授業の体制でも有意的な伸びが,'1',ており、今後考えられるカリキュラム改

柵の方向性に関して、一つの参考資料ともなりうると考えられる。

各セクションの点数の推移を見ると､GRMは23年度後期－21年度前期にかけてマイナス0.4ポイントで、

この下落には有意差は見られなかった。次に、LSTは23年度後期－24年度前期にかけてマイナス1.3ポイ

ントで、この下落にも有意差は見られなかった。またRDGは、23年度前期一後期で微減したものの、23

年度後期－24年度前期では有意差のある向上が見られた。これらの結果の理由は、使用されたFormの違

いによる可能性やその他の可能性など、今後検証していく必要がある。

1-1各セクションの得点分布

23年度と24年度のそれぞれの試験について、各セクションの得点分布状況を見ると（データは巻末にま

とめて掲載)、i.llj年度とも、GRMは比較的、高得点層に分布が集中している。また、LSTの分散は、GRM

^RDGに比べて小さい傾向が見られる。LSTの素点は40点台であるが8点上がっている。これは後期の

授業の英語コアOでリスニングを取り上げた授業の影響も考えられる。今後は、学生の解答状況をさらに
詳細に分析していく必要がある。

1-5まとめ

前回の報告書（23年3月）で示した21年度､22年度のデータと比較しても、本学でのG-TELPの成績は、

23年度、24年度とも、大体|司じような傾向で推移していることが確認できた。G-TELP導入直後のこの5

年間に収集した基礎データを基に、今後は明らかになった課題をひとつひとつ検証し、その結果を、例えば

共通教育英語科'1の各授業の指導で活かせるように提示し、それが最終的に学生の英語力の向上につながっ

ていく、というように、G-TELPをより体系的な仕組みの巾で活川していくことも考えられる。

1-6G-TELP導入による評価の平準化の状況について

1-6-1評Illlの平準化とは

本学では、l年次の共通教育英語科目では、個別的試験を80％、G-TELPを20％で期末評価を出している。

また22年度以降、2年次の共通教育英研科目のひとつである英語オープンクラスでもこの仕組みを導入し

4



ている。成績評価の対象になるG-TELPのセクションは、科|｣によって異なる。これは各科目と最も関連

性の深いセクションを抽川して評価することによる。例えば資料8の各科||で、●のついたセクションを成

績評価の対象としている。

資料8G-TELP評ｲlill対象セクション(参考:23年度以降､インテンシブ英研と英5W特別油習を廃止）

I
*英語オープンクラスについては、各担当教員の申請に基づく~セクションを算出。

この仕組みのねらいは、以下の3点に要約できる

●授業環境・効率の改善と教育成果が客観的に確認できるシステムの構築を目指す。

●実力テスト(G-TELP)を期末評fltllの一部として導入することで、教員による評｛liilのバラつき（い

わゆる厳しい評illli。甘い評fllllの別）をある程度是11-して平準性の高い評fllilシステムを構築する。

●期末試験対策は当該授業のテキストの学習のみで十分と考える慣洲的・''1来的学習観を教員・学生

ともに改め、学生に普段のl'|主学習による実ﾉJ養成の重要性を認識させる。

GPA制度導入以来､とくに厳しく求められるようになったのは｢評fllliの平準性･厳格性」という概念である。

このことは平成20年3〃に|玉|立大学協会から出された「m立大学のII指すべき方向一自i主行動の指針一」

の中にもはっきりと打ち出されている方InJ性である。このような'玉|策''19ガイドラインが意味するところは、

教員による評{liilにいわゆる甘い．厳しい、のバラツキがある、という従来型の個別定期試験制度で必ずきか

れる声に何らかの形で対処することが､匡位大学の今後のあり方として望ましいということである。さらに、

習熟度別クラス編成にした際、多くの大学で聞かれるのはいわゆる単位の質’の問迦である。これは端的

に言えば、上級クラスの．優’と下位クラスの．優’は|荷l質とはいえないのではないかという、これも裏を

返せば、習熟度別クラス洲成下でのm別定期試験制度に対する疑|川もしくは批判と考えられる。

このような単位の質、評価の平準性の|川題に|乳lして、G-TELPを20%導入によって考えられる評価変動

パターンを以1､に示して解説する。

資料9G-TELP20%導入によって考えられる.iffiiii変動パターン

’ 資料9は、G-TELP20%の英語

成績評fllllへの導入が評iIlllにどのよ

うな影響を及ぼすかについて3つ

の考えられるパターンを示してい

る。パターンAは教員による個別

定期試験結果が80点満iiの59点

であり、これは100点満点では

74点で、秀(100～90)、優(89

～8())、良（79～7())、可（69～

60、不可(59～）のGPA制度

下では｢良｣にあたる。このパター

54／80

(＝68／100）

5

科
目
名

コアC、01、02

コアU、U1

コア○

コアR、R1、R2

英語オープン

G-TELPの3つの~セクション

Grammar

(100点）

●

●

し
耐

Listening
(100点）

●

●

Mく

Reading&
(100点）

●

●

＊

パターン

A

B

C

学生

吉田太郎

佐藤花子

鈴木一郎

(定期試験）

59／80

一
ノ

刈
良

72／80

(＝90／100）

（秀テー

(可L一

(G-TELPI

14／20

(＝70／100）

9／20

(＝45／100）

18／20

(＝90／100）

一

期末評価

73／100

(良）

81／100

(優）

72／100

ﾔ良）

評価の変動

ゼロ変動

ダウン変動

アップ変動



ンではG-TELP20点満点で14点、これは100点満点では70点に相当し、トータルでは73点となり「良」

の評価である。つまりパターンAでは、旧来型の定期試験のみの評価とG-TELP結果を加えた総合評価に
変動がないのでこれを「ゼロ変動」と呼ぶことにする。パターンBは教員による個別定期試験結果が80点
満点の72点であり、これは100点満点では90点で、秀(100～90)、優(89～80)、良(79～70、可69
～60)、不可（59～）のGPA制度下では「秀」にあたる。ところがこのパターンではG-TELPは20点満
点で9点､これは100点満点では45点に相当し、トータルでは81点となり｢優｣の評価である。つまりパター
ンBでは、旧来型の定期試験のみの評価とG-TELP結果を加えた総合評価との間に下降変動がみられるの

でこれを「ダウン変動」と呼ぶことにする。最後に、パターンCは教員による個別定期試験結果が80点満

点の54点であり、これは100点満点では68点で、秀100～90)、優(89～80、良(79～70、可69
～60)、不可（59～）のGPA制度下では「可」にあたる。ところがこのパターンではG-TELPは20点満

点で18点で、100点満点では90点に相当し、トータルでは72点となり「良」の評価である。つまりパター
ンCでは、旧来型の定期試験のみの評価とG-TELP結果を加えた総合評価との間に上昇変動がみられるの

でこれを「アップ変動」と呼ぶことにする。

1-6-2G-TELPの導入による評価の平準化の状況:2年間の動向

以下に､G-TELP20%評価が英語の期末評価にもたらした影響について述べる。まず､資料10－資料13は、

23年度前期－24年度後期の結果を示している。基本的に、本学の大半の学部を対象とした結果である。

資料1023年度前期標本総数330名）の変動パターン別割合

変動パターン Aゼロ変動） Bダウン変動） cアップ変動）

人数とパーセンテージ
136

約41％

164

約50％

30

約9％

資料1123年度後期標本総数254名）の変動パターン別割合

変動パターン A(ゼロ変動） B(ダウン変動） C(アップ変動）

人数とパーセンテージ
56

約23％

193

約76％

1

約1％

資料1224年度前期標本総数355名）の変動パターン別割合

変動パターン A(ゼロ変動） Bダウン変動） cアップ変動）

人数とパーセンテージ
199

約56％

148

約42％

8

約2％

資料1324年度後期標本総数(715名）の変動パターン別割合

変動パターン Aゼロ変動） Bダウン変動） C(アップ変動）

人数とパーセンテージ
342

約48％

352

約49％

21

約3％

23年度の資料を見ると、ダウン変動が半分以上を占め、ゼロ変動がそれに続く。アップ変動は後期で激

減し、わずか1パーセント程度となっている。それに対して24年度はゼロ変動とダウン変動との間で大き

な差はそれほど見られない。アップ変動も微増ながら、2パーセントから3パーセントとなっている。大き

な特徴として、ダウン変動の割合は、この2年間を見る限り、改善されつつあるように見える。

1-7学生によるアンケート結果について

23年度2011年度）前期・後期、24年度2012年度）前期・後期、合計2年間(4回）にわたる

G-TELP導入後の学生アンケート調査結果を以下に示した（対象者は1年生のG-TELP受験者)。
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資料14アンケート調査に用いた質問5項目

1 英語の成績の一部がG-TELPで評価されるため、普段から英語学習に力を入れた。

2 G-TELPの模擬試験に挑戦するなど、何らかの形でG-TELPの事前学習を行った。

3 G-TELPを受験することで、英語学習に対する目標意識や目的意識が高まる。

4 G-TELPの受験や受験準備を通して、TOEIC,TOEFL,英検など、G-TELP以外の外部試験にも挑戦したいという気に
なった。

5 今回G-TELPを受験して、英語をもっと積極的に学ぶ必要があると感じた。

資料15各質問に対する2年間の比較と全体平均

質問項目1

そ
や雨や

つ

どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

質問項目2

そ
一再や

つ

どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない

そ
ー

わない

質問項目3

そう思
一

つ

どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

質問項目4

そ
一~ー

つ

どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない

そ
ー

わない

質問項目5

そ
~雨一

つ

どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない

そ
ー

わない

23年度前期

4.60％

28.50％

38.20％

28.60％

23年度前期

21.90％

36.20％

17.90％

24.00％

23年度前期

20.40％

46.90％

19.30％

13.40％

23年度前期

23.70％

31.90％

24.70％

19.80％

23年度前期

64.80％

26.80％

4.10％

4.30％

23年度後期 24年度前期

4.00％ 6.00％

25.10％ 30.30％

39.10％ 38.60％

31.80％ 25.10％

23年度後期 24年度前期

10.40％ 25.40％

27.90％ 36.70％

25.30％ 16.30％

36.40％ 21.60％

23年度後期 24年度前期

16.40％ 22.70％

46.00％ 44.20％

21.60％ 21.30％

16.00％ 11.80％

23年度後期 24年度前期

18.20％ 26.50％

31.90％ 32.30％

28.80％ 22.60％

21.10％ 18.60％

23年度後期 24年度前期

59.60％ 65.40％

30.60％ 25.10％

5.40％ 5.70％

4.40％ 3.80％

7

24年度後期 全体平均

4.20％ 4.70％

24.90％ 27.20％

39.20％ 38.80％

31.70％ 29.30％

24年度後期 全体平均

10.00％ 16.90％

26.20％ 31.80％

27.60％ 21.80％

36.20％ 29.50％

24年度後期 全体平均

15.00％ 18.60％

44.50％ 45.40％

26.70％ 2220％

13.90％ 13.80％

24年度後期 全体平均

19.10％ 21.80％

33.90％ 32.50％

26.50％ 25.60％

20.60％ 20.00％

24年度後期 全体平均

57.90％ 61.90％

32.60％ 28.80％

6.00％ 5.30％

3.50％ 4.00％



盗料16各質|川に対する2年間の比較と全体平均（グラフ化）

雨草一訓
No.2G-TELPの模擬試験に挑戦するなど､何らかの形でG-TEU>の事

習を行った。
NCI英語の成績の一部がG-TELPで評価されるため､普段から英語学習に
力を入れた。

･どちらかといえ'ぎそう思う｡どちらかと'､えばそう思わない。ぞう思わない’泥
一ﾛそう恩わなL，回そう思う■どちらかa,えばそう思うﾛどちらかa,えばそう息わなL

三二二幸
全体平均

24年度後期

24年度前期

23年度後期

23年度前期

全体平均

24年度後期

24年度前期

23年度後期

23年度前期

暁200040,9600,809910ひ。恥20も40も600680%10暁

’

No3G-TEl-Pを受験することで､英語学習に対する目標意識や目的意識

が高まる。

No.4G-TELPの受験や受験準備を通して､TOEIC､TOEFL､英検など､G-

TELP以外の学部試験にも挑戦したいという気になった。

ﾛ･そう思う■どちらかといえばそう思う口どちらかといえばそう思わくjいﾛ･そう思わない ﾛそ･う思う■どちら力･といえばそう思うpどちらかといえばそう思わないﾛぞう‘Eわな1

雪二三差
全体平均

24年度後期

24年度前期

23年度後期

23年度前期

全体平均

24年度後期

24年度前期

23年度後期

23年度前期
卜
”‘4■■■錘B⑭『ﾀｰ池1J‘?J舟1
－ －ﾛ

㈱20も40%600，800010ぴ， 0032000400，60．080‘､10089

No5今回G-TELPを受験して､英語をもつと積極的に学ぶ必要があると感

じた。

回そう思う■どちらかといえIそう思うpどちらかといえばそう思わないロそう恩わふ

三三三三
全体平均

24年度後期

24年度前期

23年度後期

23年度前期

酷200，㈹0．60も80｡。100Q。

全体的な傾向として、第一点|｜は、英語学科に対する平素からの必要性(Jill11)、受験に向けた実際の

学習準備活動（項|］2）、英語学習意欲・学習|I的（項目3）、外部試験受験への前Ilﾘきな態度（項目4)、

そして授業miw外での自主的な学習活動（項@5)の全項Ⅱにおいて、両年度ともに、前期に比べて後期が

数値的に下Hっている。つまり学習観、学習行為、そして学習動機づけにまで包括した質問5項目だが、そ

れらすべてにおいて後期で下降するのはなぜだろうか｡大半の受験者が1年生である事実から推測した場合、

1つには大学受験を終え、学生生活にも慣れ始め、大学英語授業の雰囲気などもわかり始めることによる惰

性が考えられる。これは英語のみならず、他教科にもおそらく言えることである。

とくに行動面と情意Illlとの飛離（洲き）が大きく表れている。たとえば項1:11，2は行動illlに関連してい

るが、「そう思う」「どちらかといえばそう思う」を合わせた肯定レベルは、前期から後期にかけて下がって

いる。後期では合計しても40パーセントに達していない。ImI様の側lnlが情意imを示す他の3項IIにもみら

れる。ただし、これら3項|｣の肯定レベルは50パーセントをこえ、行動面より高い値となっている。つま

り受験者は学習行動をあまりとっておらず、何らかのビジョンをもって英語学習に取り組んでいないことが

iff;illIされる。気持ちの上ではわかっている、またはわかろうとしているが、実際の行動には結びついていな

い実態が窺える。これはある面､学習動機づけと学習方法を含めた学習方略の脆弱さを示唆している｡つまり、

どのような英語学習スタイルをn分自身が納得しながら自律的に榊築し、実践していくことができるか（方

法論)。そのためには、まず、どのような本質的な英語学習の||的や最終的な目標を確立すべきか（目的論)。

この2つのドメイン（領域）の「位置取り」が、各学科者によって真剣に行われないといけないが、現実に

はどうやらなされていない。方法論と｜|的論が確立されて始めて、行動への意味づけが11｣能となってくる。

その事実は、英語教育のみならず、学習行動を扱った教育心理学の領域でも多くの研究結果として報告され

ていることは言うまでもない。

これまでの大学受験に向けた学習パターンや学習スタイルでは、大学に入った以上、その方法・目的にお

いて無意味に近い存在となる。大学という場での新たな英語学習に対するﾉj法諭と｜|的論が確立される必要

8
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がある。それによって、G-TELPという一つの学習効果を試す指標（手段）の意味も見えてくる。どうすれ

ば「内発的要因」を各学習者がﾉｧ法諭、11的論の構築によって'tみ,T,していくことができるか。その点につ

いて、今後のG-TELP受験に|i1けた学習折導上の対応だけでなく、大学英語授業．学習のあ0ﾉjについて、

どのような見直しや新たな取り細みを進めていくべきか、｜府||敗的な視点に>''-ちながら考究していく必要があ
る。

1-8学生のMoodle(ムードル）活川状況について

20年度前期から、本学の学ﾉkがオンライン学習で

G-TELP対策ができるよう、Moodleが活川されてい

る。MoodleのG-TELP模擬試験サイトは、教育セン

ター英語教典のI.'il題作成協力によるものでG-TELPの

グラマー、リスニング、リーディング＆ボキャブラリー

のセクションにそれぞれ準拠した4つの完全テストか

ら成っている。

咽Ila
＝

念一
l標一一一F〃

Moodleとは学洲過程管理システム(CourseManagement

System:CMS)である。本学の学生は、全uがl年次

のオリエンテーション時に、Moodleへのアクセスに

ついての情報を与えられる。本学在学'hに､学生によっ

ては教員がMoodleに投稿した様々な学習汽料やi洲迦ては教員がMoodleに投稿した様々な学習涜料やi粥坦にmり糸li.むことになる。全体的なMoodle使川の槻度

は､在籍する学部によって大きく災なる可能性があり、この点は指摘しておく必典がある。本学のMoodleは、

学内や学外からログイン名とパスワードを使ってアクセス可能な、安全なオンライン学課機能である。アク

セスはコンピュータを始めに桃'||}電話やスマートフオンでも11能である。本学では、水産学部や腿学部など

｣Ⅲ系の学部の方が、他の学部よりもMoodleを利川した教材が充実している傾Icﾘにある。従って、Moodle

の定期的なアクセス数は、ある分野を学ぶ学''三のアクセスが、他の学生に比べて大きく左右している可能性

がある。

MoodleでのG-TELP模擬テストは、当初、学'I皇がテスト形式に充分慣れ、レベル3の各セクションの靴

易度に比較的近い|ﾉ1容例を紹介する機会とするために拡充していった。4つの模擬テストは、各セクション

を単独で取り糸Ⅱむことができ、イI'l度でも繰り返すことができ、また災なるIlll'i序で行うことができる。それぞ

れのセクションのスコアは、終rとM時に自動Ilりに表示される。そのため、スコアを向上させたいと思えば、

I"!じテストを｛"J度でも取り組むことができる。

各セクションの解説は、テスト終J参後に衣示される。例えばグラマーのセクションでは、11《解と郷い説lﾘj

が表示される。リスニングでは完全な台本が表示され、リーディングではII本語訳が示される。これらの機

能は、学生にとって受‘験前の11^学群としてｲj益なものとなる。実際のテスト形式に従い、この練習問題で

の全てのセクションへの解答は選択式で､選択肢の順番は受験の度に|'|動的に入れ替わるようになっている。

盗料17G-TELP枇擬テストのリスニングセクションIl'il辿例

Part4-YouwillhearaconversationbetweentwopeopleFirstyouwillhearquestions1through6ThenyouwillheartheconversationChoosethebestresponsetoeach
quesponinthetimeprovided

Youmaytakenote;,ivhenvoulistentothequestnjiisandriassaoe

Llsten回好一｜

〔矢印をクリックしてください。ダウンロードするには右クリックで卿保存）

19弓

得点:--/1 1つの苔えを選択してく

ださい。
Oa.Sheisgoingthereonholiday

Ob.Sheisgoingtorelatives

OcShellvesthe｢e

○d.Sheisgoingonabusinesstrip

9



Moodle使用によって、サイト管理者はG-TELP対策模擬テストに関して様々 なデータを集めることが可

能である。それらのデータは学生個人成績、集団成績、テスト問題ごとのスコア分析、各学部の学生のアク

セス件数など多||皮にわたっている。

資料18G-TELP対策棋擬テストでの|Ⅱ|答分析例

アイテム分析テーブル②

問題ID問題ﾃｷｽﾄ
解答テキスト

(28461）
§三魚

rest3-16take

Canadiansgenerallytravelbetweencitiesbycar,busor

plane

Planesusuallylesstimethanothermethodsof
travel．

took

a｢etaking

havetaken

部分

点一

解答数解

E答％。

(1.00)136/161(84%)

(000）

(000）

(000）

5/161

2/161

11/161

(3％）

(1％）

(7％）

以下の表は2()年度以降の各学部のG-TELP対策模擬テストへのアクセス件数を示したものである。（注：

アクセス件数1件が表わすのは、文法などの一つのテスト部|Ⅲlへのアクセスであり、テスト問題全体へのア

クセスではない｡）

資料19G-TELP対策模擬テストへの学生のアクセス件数

学部 20年度前期 20年度後期 21年度前期

法文 1053 458 1461

教育 458 216 827

理学部 299 166 509

医学部 463 115 569

歯学部 204 15 114

工学部 995 279 1157

農学部 422 282 641

水産学部 241 164 250

2年生他 × × 223

'Listenup全 × × ×

獣医学科

山大

獣医学科

鹿大

合計 4135件 1695件 5751件

前期後期比較 59％減

21年度後期 22年度前期 22年度後期 23年度前期 23年度後期 24年度前期 24年度後期

745 1370 629 1147 597 1094 380

213 569 126 795 316 731 181

155 344 119 296 134 461 164

255 536 141 625 182 628 87

13 107 5 106 24 83 2

292 908 214 936 309 1324 317

214 845 392 616 225 815 262

101 307 144 397 296 516 139

154 1114 × 648 × 644 ×

154 159 37 197 250 × ×

136 86

133 104

2142件 6259件 1807件 5763件 2333件 6565件 1722件

63％減 72％減 60％減 74％減

(注61％減） (注65％減） (注49％減） (注68％減）

*Listenupは追加されたリスニング問題である。
(注：ここでのパーセンテージの下落は1年生のものであり、2年生は含んでいない）

20年度から24年度までに実施された10回のG-TELPテストに関して、G-TELP対策模擬テストは実際

のテスト実施の約1カ月前からテスト期|Hj中にかけて学生に対してオンラインでアクセス可能な状況にし

ている。この期間中、教育センターは積極的にG-TELP対策模擬テストにアクセスするように学生に働き

かけている。それは、すべての英語教員に情報を伝えたり、G-TELP受験予定者全員にG-TELP^G-TELP

対策模擬テストのサイトについて一斉メールで配信したり、大学のキャンパスの各所にMoodleG-TELPサ

イトに関する情報ポスターを掲示したりして実施している。教員の一部は、パソコンを使った授業を活川

し、教室の中でG-TELPのサイトにアクセスして、実際のテスト実施H直前まで学生にA'fi知し続けている

という状況もある。これに加えて、20年度前期の初期段階で、G-TELPサイト管理者は、英語コアU(総合）

クラスのほとんどを訪れて学生と教員を対象に簡Ill各なオリエンテーションを実施して、Moodleへのログイ

10



ン方法を習熟させ、G-TELP対策模擬テストについて周知をはかった。

資料に見られるとおり、過去5年度分を振り返ってみると、前期から後期にかけてのアクセス数に大きな

落差が見られる。G-TELPの総合スコア成績自体は、5年間を通じて、前期から後期にかけてどの年も伸び

ており、そうした伸びには影響はないものの、毎年度、前期に比べ、後期にアクセス数が少なくなるのは、

教育センターとしては、懸念材料である。この要因に関してはいろいろな意見があるであろうが、特に24

年度前期から後期にかけてのアクセス数が68％落ちたことの要因や改善方策の視点として、次のような点

があげられる。

●24年度後期のG-TELP試験対策用オンライン学習に関する注意喚起と奨励の呼びかけが29日前

あたりであった。したがって、通常の日程どおりG-TELP試験の1カ月ほど前から行われてい

たが、この期間は大学祭の日程等と重なり、多少影響があった可能'性がある。

●24年度後期のG-TELP受験に際し、学生の前向きな動機づけの低下が考えられる。前期は、初

めての受験ということもあり､動機づけは高く、テスト自体やその準備学習への興味関心も高かっ

たと思われるというのが、多くの教員のみるところである。

●24年度前期のG-TELP試験結果が芳しくなかった学生の中には、後期の受験に対する準備意欲

が低下した学生もいた可能性がある。

●24年度に教員の異動などのため、授業でMoodleをよく使用する教員の減少傾向がある。

●英語の各クラス担当教員の側で、Moodleを使って行う事前学習に関する認識にかなりのばらつ

きがあった可能'性がある。予備学習サイトや担当クラスの習熟度別レベルを踏まえた奨励方法な

どの面で、適切な指導ができていたかどうか、反省する余地があるかもしれない。

●24年度に、一部の学生がMoodleの変わりにALCNetAcademy2をG-TELPの事前学習に使

用していた。

●より興味深く、やってためになる事前学習の中身(Moodle上での提供物）となるように、

G-TELPの模擬試験や解説の提供の仕方に、さらなる工夫の余地があるであろう。

こうした点は、幾らか主観的な面もあるかもしれないが、今後さらに検討してみなければならない。後期

にアクセス数が落ちる現象を洞察するには、学生がG-TELP対策問題をどうみているか、ならびに英語学

習に対する態度や動機付けについて、詳細に考察する必要があるであろう。

毎回のG-TELP受験者数がおよそ2000人おり、Moodle上でのG-TELP事前学習が強制ではなく、自主

性によって行われる点を考慮すれば、アクセス件数は総じて、学生達の英語学習におけるかなりの健闘を示

す数字とも言える。

11



2．人学区分とG-TELPの相関について

以下に、本学の入学区分とG-TELP(24年度前期・後期実施分）の相関について見てみる。入試区分に

ついては、推薦入学はセンター試験を課さないIと、センター試験を課す11がある。AG入試は理学部の中

の3学科と水産学部の中のl学科のみで行なわれている。社会人特別選抜は教育学部の生涯教育総合課程

の中の2専修が対象となっている。資料20を見ると、外m人留学生の得点が上位を占めていることがわか

る。推薦入学で言えば､センター試験を課すⅡのほうがセンター試験を課さないIを総得点で上|画|っている。

G-TELP受験者総数は、前期・後期ともに受験した学生の総数1727名を対象としている。総数に占める割

合が入試区分によって相当ばらつきがあるため、ここでのIllⅡ位はあくまで参考ということになる。

資料2024ｲ|皇度前期

１
１

24年度前期

250.0

200.0

150.0

100.0

50．0

0．0

□GRM

■LS~「

pRDG

□TTL

I旧怖胴小H届制

資料21にあるように、24年度後期についても前期とほぼ|司様の総得点li位になっている。前期と異なる

のは、社会人特別選抜と一般入学（前期）の順位が入れ替わった点である。

資料2124年度後期

12

順位

1

2

3

4

5

6

フ
』

8

9

10

入学区分名称

国費外国人学部留学生

私費外国人学部留学生

一般入学（後期）

社会人特別選抜

一般入学（前期）

平均

推薦入学Ⅱ

推薦入学’

編入学（専修学校等から）

AG入試

割合（％）

0.10％

0.30％

13.40％

0.10％

71.60％

100．00％

9．70％

3.50％

0.10％

1.20％

GRM

86.0

71．3

63．6

50.0

60.3

59．7

55．9

48.9

47.5

40.0

LST

54．0

49.3

45．6

46．0

41.0

41．4

41．3

34．8

35．5

36.3

RDG

71．0

62.2

61．5

62．0

56．6

56．1

52．2

39．4

35．5

40．6

TTL

211．0

1828

170.7

158.0

157.9

157．2

149.4

123.1

118．5

117．0

順位

1

2

3

4

5

戸

0

7

8

9

10

入学区分名称

国費外国人学部留学生

私費外国人学部留学生

一般入学（後期）

一般入学（前期）

平均

社会人特別選抜

推薦入学II

推薦入学’

編入学（専修学校等から）

AO入試

割合（％）

0.10％

0.3〔

13.4〔

71．60％

100．00％

0.10％

9．70％

3.50％

0．10％

1.20％

」

〕

GRM

77.0

74.3

68．9

65.1

64.3

50.0

59．2

49.9

59.0

43.9

LST

67.0

57．5

53．5

50．1

50．0

67．0

46．6

44．6

31．0

44．3

RDG

75．0

69.5

59．3

54．1

53.7

50.0

50．5

38．2

40.0

35.1

TTI.

219.0

201．3

181.7

169.3

168.0

167．0

156．3

1327

130．0

123．3



24年度後期

250.0

200.0

150.0

100.0

500

0．0

蜜､’§
齢I

資料22は、24年度前期・後期の得点差を表わしている。この表で注目すべきは、私費外国人学部留学生

の伸びが一番大きく、編入学（専修学校等から）と一般入学（前川・後期）の伸びが全体の平均を上回って

いる点である。前期・後期ともに総得点で1位だった国費外|王|人学部留学生の伸びが顕著でなかったのは、

可能性として、いわゆる学習高原状態になっていることが考えられる。

資料2224年度前期・後期ｲI卜,1,1,1錐

国費外国人学部留学生

24年度前期［後期得点差

■私費外国人学部留学生

ロー般入学(碓期）

ロー般入学(前期）

■平均

ロ社会人特別週疲

■推薦入学'1

口惟肺入学I

■隅入学(U修学校等から）

■AO入試

以上、入学K分とG-TELPの相関についてみてきたが、今|川が2度目の調査となる。年度によって傾向

を同じくする而と異なるⅢiとがあるように思われる。これらの点についてはデータを累積しながら、今後、

より詳細な検討が必要である。本学のアドミッション・ポリシーにとっても参考になるものと思われる。

3．出身県別区分とG-TELPの相関について

以下に、本学入学生の川身県別区分とG-TELP参考:24年度Iltj期・後期実施分）スコアとの|乳l係につ

いて見てみる（この表の中で「その他」は外|玉|人留学生を指す)。

資料23を見ると、外|王|人留学生の得点が|]本人学生をわずかにI回っていることがわかる。日本人学生

では沖縄が1位となっている。九州に限って言えば、1位福|湖、2位大分で、地元である鹿児島は3位（全

体順位では6位）となっている。ここでも、総数に占める各区分の割合に相当ばらつきが見られるため、Hi頁

位は参考程度ということになる。
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I冊 ｢h 柑 ｢h ｢I ｢■

評

市

「

|I

pGRM

■LST

□RDG

□TTL

順位

1

2

3

4

5
戸

○

7
『

8

9

10

入学区分名称

私費外国人学部留学生

編入学（専修学校等から）

一般入学（前期）

一般入学（後期）

平均

推薦入学I

社会人特別選抜

AO入試

薦入学|’

割合（％）

0．30％

0．10％

71.60％

13．40％

100．00％

3．5〔

0.1〔

0．1〔

9．70％

1.20％

〕

〕

〕

GRM

3．0

11．5

4．8

5．3

4．5

1.0

0.0

-9．0

3．3

3.9

LST

8.2

-4．5

9.1

7.9

8.6

9.8

21．0

13．0

5.3

8.0

RDG

7.3

4.5

-2.5

-2.2

-2.3

-1.2

-12.0

4.0

-1．7

-5.5

TTL

18．5

11．5

11．4

11．0

10．8

9.6

9.0

8.0

6.9

6.3

十
イ

ﾛ国費外国人学部留学生

■私費外国人学部留学生

ロー般入学(雄期）

ロー般入学(前期）

■平均

ロ社会人特:11週猫

■推薦入学II

p惟肺入学I

■項入学(U修学校等力

画AO入試

ﾖ面面 ’
１
11I汁-H1、！

GRMLST
詔

二U－工ILTTL



資料2324年度前期

24年度前期

1800

1600

140．0

1200

1000

帥.0悶嗣凧jh制
｜
恥
咽
恥
ｍ
－

ｌ
Ｉ

ぷぷ綴慰識審参捗渉捗拶

続いて､資料24を見ると､後期は多少の順位の入れ替わりが見られる。鹿児島県は全体平均にほぼ近い(佐

賀、宮ill奇、熊本は平均を下回っている)。

資料2424年後期

24年度後期 “
Ｍ
Ｔ
Ｉ
Ｇ
Ｌ

〔
Ｈ
Ｑ
〕
《
Ｕ
Ｔ

Ｇ
ｌ
』
［
Ｈ
手
－

口
「
］
ロ
ロ

200‘0

150.0局'一一一|月月トー一lI－－－i目トー一|ｰ

1000

50.0旧川ⅢⅢⅢⅢ
識艇●綴獄識談穆謬拶叡‘

資料25は前期・後期の得点差を表わしている。これを見ると、地区に拘らず、およそ8点から14点の1幅

で総合点が伸びている。ただし、RDG(読解）については、沖縄を除きすべての地区が、若干ではあるが、

下降気味の傾向を示している。
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全体順位

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

地区②

その他

沖縄県

九州外

福岡県

大分県

平均

鹿児島県

佐賀県

長崎県

宮崎県

熊本県

割合（％）

0.50％

0.70％

9．50％

8.90％

3．10％

100.00％

54．30％

2．60％

4．90％

6．80〔

8.609イ

GRM

63.0

62.8

61．2

62．3

59.8

59.7

59．5

60．4

60．9

58．7

56.4

LST

42．2

42.8

43.9

41．6

41．1

41．4

41．6

40．1

40．4

39．1

39．7

RDG

61．0

60.4

58.0

56.8

57．3

56．1

56．0

55.8

54．8

54.6

54．0

TTL

166．2

166．0

163．2

160.8

158.2

1572

157．1

156．4

156.1

152.5

1502

■
■
Ⅱ
■

'’
ロ ■

lh

全体順位

1

2

3

4

5

戸

0

7

8

9

10

11

地区②

沖縄県

その他

福岡県

九州外

大分県

長崎県

平均

鹿児島県

佐賀県

宮崎県

熊本県

割合（％）

0.70％

0.50％

8.90％

9．50％

3．10％

4.90％

100.00％

54.30％

2．60％

6．80％

8．60％

GRM

65.6

68.1

67.0

66.5

67．4

65.8

64.3

64.0

65.5

61.5

60．3

LST

53.1

46.3

51．4

51．4

50.1

50.5

50．0

49.9

49.8

48.1

48.9

RDG

61．2

60．1

55.9

56.2

54．3

53．0

53．7

53.7

51.5

53.0

49.5

TTL

179‘8

174．6

174.3

174.0

171．7

169．4

168.0

167.5

166.8

162.6

1587



資料2524年度mm後期の得点差

’

24年度前期･後期得点差 ロ沖剃県

■大分県

：識
■平均

ロ九州外

固鹿児島県

一■一一一口佐賀県

一｜Ⅲ識

200戸

150

ー
10{〕

耐nm －50

1M】

一 面T^W－訂－
GRM

50

以上、本学の入学生の出身県別G-TELPｲ11関を見てきたが、川身県別の入学生のレベルについて、参考

程度ではあるが、ある程度示唆するところがあるものと考えられる。この調査も今回が2度目であるが、今

後の動向を知る上でも引き続き調査を進めていく考えである。

4．英語アチーブメントテスト表彰制度とその逆川状況について

1-1教育センター英語アチーブメントテスト(G-TELP)表彰制度

本学では、22年度より教育センターが実施する共通教育科'二|のうち、外国語科目における学生の英語力

判定のための共通実力テスト(G-TELP、以1､‐「英語アチーブメントテスト」という）において、優秀な成

績を収めた学生に対する表彰制度を設けている。

その目的は、学生の英語学習動機を高め、より高い英語力をH指そうとする向学心を澗養するための契機

として、本学における英語教育の質の向I-に資するものである。

表彰の対象は、l年次後期に実施する英諾アチーブメントテストにおいて、優秀な成績を収め、次の各号

に該当する学生（以下「受賞者」という）に対し、教育センター長が表彰を行う。(1)各学部の成績最上位

者1名に対し、優秀賞を授与する。（2）前川得点と比較して後期得点のlf1上が顕著と認められる者で、各学

部上位者2名に対し、努ﾉJ賞を授与する。優秀賞及び努力賞は、I'1－の者に対して授与することができる。

受賞者は、教育センター外国語教育椛進部会において選考し、教育センター会議において決定する。なお、

優秀賞と努力賞の学生には、表彰状とともに副賞として図書カードが渡される。

42過去3年間の英語アチーブメントテスト(G-TELP)の表彰実施体制

本学では、22年度からこの英語アチーブメントテストの表彰式を実施してきており、以下に過去3年間

の流れを示す。

22年度

①表彰までの流れを決める（第7回外匡|語教育推進部会）…11Pi12B

②G-TELP実施…12月13日～12月1714

③スコアレポート返却後、表彰候補者の選川…1月中旬

(1月中旬にG-TELP側から候補者データ受領）
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順位

1

2

3

4

5

61九州外

7

8

9

10

11

地区②

沖縄県

大分県

福岡県

長崎県

平均

鹿児島県

佐賀県

宮崎県

熊本県

その他

割合（％）

0．70％

3．10％

8.90％

4.90％

100．00％

9．50％

54.30％

2.60％

6.80％

8．60％

0．50％

GRM

2.7

7.6

4.7

4.9

4．5

5.2

4.5

5．1

2.7

3.8

5．1

LST

10．3

9．0

9．7

10．2

8．6

7．4

8．3

9．7

9．0

9．2

4．1

RDG

0.8

-3.1

－0．9

-1．8

－2．3

－1．9

－2．4

-4．3

－1．6

－4．5

－0．9

TTL

13．8

13．5

13．5

13．3

10．8

10．8

10．4

10．4

10．2

8.5

8.3



④部会で審議し、表彰者選出（第9回外国語教育推進部会）…1月20日

⑤教育センター会議で決定…1月28日

⑥該当の学部及び学生へ通知、賞状の作成（賞状は教育センターで作成）…2月4日

⑦表彰…2月9日

23年度

①G-TELP実施…12月12日～12月16日

②表彰までの流れを決める（1月の部会で審議）…1月12日

③スコアレポート返却後、表彰候補者の選出…1月中旬

（1月中旬にG-TELP側から候補者データ受領）

④表彰者候補者について部会で審議し、表彰者選出…2月10日

（第10回外国語教育推進部会）

⑤表彰候補者について教育センター会議で決定…2月23日

⑥副賞の授与について部会で審議し、決定…2月29日～3月2日

（第11回外国語教育推進部会）

⑦該当の学部及び学生へ通知、賞状の作成（賞状は教育センターで作成）…3月8日

⑧表彰…4月11日

24年度

①G-TELP実施…12月10日～12月14日

②表彰候補者の選出(G-TELP側から候補者データ受領）…1月上旬

③表彰候補者及び副賞、表彰までの実施体制について部会で審議し、表彰者選出

（第11回外国語教育推進部会メール会議）…1月16日～1月22日

④教育センター会議で決定…1月25日

⑤該当の学部及び学生へ通知、賞状の作成（賞状は教育センターで作成）…1月28日

⑥表彰…2月12日

このように見ていくと、23年度のみ表彰が次年度に実施されている。これは、表彰候補者について部会

での審議および表彰者選出が遅かったためである。24年度は、後期スコアが返されて、学生にテストを受

けた実感のあるうちに表彰することができた。

また、表彰された学生に、インフオーマルなインタビユーを行なった結果、このように表彰されることや

副賞をもらえることは、嬉しく、また、英語を学ぶ励みになるとの意見が聞かれた。

5．結語－23年度と24年度の2年間の総括と今後の展望

20年度以来、本学で実践している英語教育改革も5年が経過し、改革に係わる様々なデータ蓄積が進ん

できており、それらは23年度と24年度を中心に、本報告書でも随所で紹介している。

改革状況の可視化が大きく進捗したのは一つには、共通アチーブメントテスト(G-TELP)の導入による

ところが大きい。個別定期試験との混合評価にこのテストを活用したこともあり、25年度からはこの受験

料が大学による全額負担となる見通しである。継続的に安定した財政支援のもとで、このようなアチーブメ

ントテストをさらに有効活用することが求められている。この5年間の試験結果はスコアレポートという形

で各受験者に返却され、その後の英語学習のヒントを少なからず提供してきたはずである。しかし他方で、

その結果の組織的な活用は、残念ながら、必ずしも推進されてきたとはいえない。今後は、20年度から指

摘されてはいたものの、まだ組織的に着手されたとはいえない、学生の英語力弱点補強の研究と対策、そし

てその効果の検証に取り組むことが期待されている。同様に、当該領域混合による英語期末成績評価が、学

生や教員にもたらす意識変化がどのようなものであるのか､その研究と検証も忘れてはならないものである。

これらは今後を展望する上での重要な柱のひとつとなる。

今回、報告でも初めて触れたように、英語アチーブメントテストの成績をもとにした表彰制度が、学生た
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ちへの英語学習奨励に少なからぬ効果を発揮していると考えられる。自立的に学習に取り組む習'慣付けに一

層の拍車をかけていきたいと願う。

最後になるが、本報告書の執筆は、項目ごとに下記の鹿児島大学教育センター教員がそれぞれ分担した。

(敬称略）

1.1-1～1-5:原隆幸・高橋玄一郎

1－6：JohnTremarco・金岡正夫

1－7：金岡正夫

1-8:AnneBrasier

2．高橋玄一郎

3．金岡正夫

4．原隆幸

また、G-TELP結果のデータ作成に当たっては、G-TELP日本事務局の福井拓氏にご尽力いただきました。

ここに記し、深く感謝申し上げます。
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巻末データ

資料2(p2)の詳細データ
●検定方法：［－検定（一対の裸本による平均の検定ツール）

●実施テスト:G-TELP前期(iII実施(FormSlO)後期12)1実施(Form317)

●対象者：23年度のG-TELPをUS期(6fl)、後期(i2n)ともに受験した全受験生

●帰無仮税：「前期試験の平均点と後期試験の平均点には有意差は雌い」

●判断基準

P(T<=t)両側く布意水準:().o5,今粟却＝＞「有意差が艇い」とはいえない→有意差が有る

P(T<=t)両(PJ1>有懲水準'.(),();-,二採択二有意差が難い

※両]C検定にて判断

TTL

平均

分散

観測数

ピアソン相関

仮説平均との差異

白中竜

t

P（T<=t）片側

t境界値片側

P（T<=t）両側

t境界値両側

前期

159．4

1123．904

1734

0.699440308

0

1733

－14．19976123

1.12609E-43

1.645733367

225218E-43

1.961333757

後期

168.2

1134.629

1734

平均点差

8.9

lGRM

平均

分散

観測数

ピアソン相関

仮説平均との差異

自由度

t

P(T<=t)片側

t境界値片側

P(T<=t)両側

t境界値両側

前期

60.93944637

2746628055

1734

0.538520015

0

1733

－10．0331052

2.29094E-23

1.645733367

4.58187E-23

1.961333757

検定結果

P（T<=t）iiili側く0．05＝＞よって、仮脱は燕却

SF均点の差はｨr愈差がｲ,･るといえる

検定結果

P（T<＝t）IlhjmI＜0．05つよって、仮説は棄却

･Iz均点の雑は有意差が有るといえる

｜LST

平均

分散

観測数

ピアソン相関

仮説平均との差異

自由度

t

P(T<=t)片側

t境界値片側

P(T<=t)両側

t境界値両側

前期

41.71395617

152.5367122

1734

0.357755459

0

1733

-23.67854633

6．3812E-108

1.645733367

1.2762E-107

1.961333757

検定結果

P（T<=&）IlIlj側く0．05＝よって、仮脱は東却

‘Iを均点の差はｲ｢愈差がｲIるといえる

後期

49.79238754

161.6521982

1734

平均点差

8.1

18

■RDG

平均

分散

観測数

ピアソン相関

仮説平均との差異

自由度

t

P(T<=t)片側

t境界値片側

P(T<=t)両側

t境界値両側

前期

56.71107266

205.9482097

1734

0.60023122

0

1733

8,995803828

2.99867E-19

1.645733367

5.99733E-19

1961333757

検定緒果

P（T＜＝[）｜l1lj側く0．05つよって、仮説は棄却

平均点の差はｲi意差が有るといえる

後期

64.62226067

229.2138377

1734

後期

53.83448674

236.0343322

1734

平均点差

3.7

平均点差

-2.9



資料3(p2)の詳細データ

●検定方法:t一検定(一対の標本による､ド均の検定ツール）

●実施テスト:G-TELPMm(iII実施(FormSlO)後期11'〃災施Form317

●対象者：24年度のG-TELPをillﾙﾘ1(6ノ1)、後m12ともに受験した全受験"え

●帰無仮説：「前期試験の､r-均,l',(と後期試験の平均,1,'､(にはｲ/愈錐は雌い」

●判断韮準

P(T<=t)PliK-fi意水準'O.D.V'二粟却＝「ｲf愈艦が雌い」とはいえない‐有愈差が有る｢ｲ)~愈艦が雌い」

イi怠錐が雌いP(T<=t)両側＞有意水準!().()5)二採択二

※両1M'1検定にて判断

｜TTL

平均

分散

観測数

ビアソン相関

仮説平均との差異

自由度

P（T<=t）片側

t境界値片側

P（T<=t）両側

t境界値両側

前期

157．2

1088．716

1727

0.693845006

0

1726

-17.13826475

3.15824E-61

1.645736937

6‘31649E-61

1.961339316

後期

168．0

1153．661

1727

平均点差

10．8

lGRM

平均

分散

観測数

ピアソン相関

仮説平均との差異

自由度

t

P(T<=t)片側

t境界値片側

P(T<＝t)両側

1境界値両側

前期

59.72611465

250.6242481

1727

0.551527192

0

1726

-1269585402

1.12795E-35

1.645736937

2.2559E-35

1.961339316

検定結果

P（T<＝1）IIIjj側く0．05＝＞よって、仮説は撫却

､ド均‘I.'jの差はｲ｣.､世篭がｲIるといえる

検定結果

P（T＜＝t）｜IiljlIll＜Ⅸ)5二よって、仮説は棄却

､ド均"'.'”)達はｲi懲蕪がh．るといえ_る

;LST

平均

分散

観測数

ピアソン相関

仮説平均との差異

自由度

t

P(T<=t)片側

t境界値片側

P(T<=t)両側

t境界値両側

前期

41.3850608

156.0874476

1727

0.361257252

0

1726

-24.84941697

4．4159E-117

1.645736937

8．8319E-117

1961339316

検定緒果

P（T＜＝t）両(11||＜0．05コよって、仮‘猟は莱却

､ド均点の差はｲr･甑差がｲ『るといえる

後期

49.9924725

168.1836049

1727

平均点差

8.6

■RDG

平均

分散

観測数

ピアソン相関

仮説平均との差異

自由度

t

P(T<=t)片側

t境界値片側

P(T<=t)両側

t境界値両側

前期

56.05558772

205.0606394

1727

0.573289643

0

1726

7.141000104

6.80029E-13

1.645736937

1.36006E-12

1.961339316

検定結果

P(T<=1)両11|｣<().()5コよって､仮説は粟却

､I晶均点の差はｲ｢恵差がルーるといえる

＜検定結果＞

平成24年度のG-TELPの前期拭験と後期i武験のf均t^"の錐を’一検定を川いて検祉した。

後期

64.26462073

241.3743154

1727

後期

53.72032426

227.0150154

1727

平均点差

平均点差

粘果としては、TTL(+10.8)、GRM(+4.5)、LST(+8.6、RDG(－2.3というそれぞ．れの項目の前期試験から後期試験に掛けての平均‘1,1Iの差

(椛移）のうち、TTL、GRM、LST、RDGのすべての藤には「ｲ3愈鋸がある」との結染となった。

｢有懲差」とは、「偶然に起こるIﾘ能‘桃が純めて少ない差｣、「愈味のある差」であり、今Hでいえば､「受験者の英語能力に、意味のある明確な差」があっ

たということである。

上記を踏まえると今I"!のG-TELP結采から

GRM，LSTでは受験符のｲj迩差をもって、典I洲能ﾉjがIl'l]Iきした。逆にRDGでは英諮能力がｵ11:干低l､~した。総合的(TTL)には、受験者の英語能ﾉJ

は1")上したと統計的に云うことができる。
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資料4(p3)の詳細データ

●検定方法：t-検定（一対の標本による平均の検定ツール）

●実施テスト:G-TELP前期(Ml実施(Form310後期11〃実施Form317

●対象者：23年度のG-TELPをmm(6ii)、後期(12ノ!)ともに受験した全受験生

●帰無仮説：「前期試験の平均点と後期試験のt-均点には有意差はliltい」

●判|折基準

P(T<=t)両Wl<有意水準'0.05)二乗却＝「符意差が雌い」とはいえない＝有迩差が有る

P(T<=t)両側＞有意水準(0.05i二採択＝イ『意差が無い

※両Ⅲ:検定にて判断

医学部（医学科）

■TTL

平均

分散

観測数

ピアソン相関

仮説平均との差異

自由度

t

P(T<=t)片側

t境界値片側

P(T<=t)両側

t境界値両側

前期

211．1

454.549

53

0.479372825

0

52

-3.788981195

0．000197197

1.674689154

0.000394394

2.006646761

後期

ククク外

432.899

53

平均点差

11．2

■GRM

平均

分散

観測数

ビアソン相関

仮説平均との差異

自由度

t

P(T<=t)片側

t境界値片側

P(T<=t)両側

t境界値両側

前期

80.24528302

136.9963716

53

0．395119279

0

52

-1.75504747

0.042570672

1-674689154

0.085141345

2.006646761

検定結果

P(T＜＝[)両側く0割05＝よって、仮説は棄却
､F均点の雄はｲ1.愈焦がｲi・るといえる

検定結果

P(T<＝〔)Ijj側＞().05＝＞よって、仮説は採択

･ド均.RAI:の雄はｲﾘ,恵雛は艇い

iLST

平均

分散

観測数

ピアソン相関

仮説平均との差異

自由度

t

P(T<＝t)片側

t境界値片側

P(T<=t)両側

t境界値両側

前期

54.41509434

126.2089985

53

0.077376478

0

52

-5.188933388

1.77203E-06

1.674689154

3.54407E-06

2006646761

検定結果

1ｺ('1,＜＝I)iiI1j側く(〕､05コよって、仮説は粟却

､ド均点の膿はｲl~懲膿がｲ｢るといえる

後期

64.71698113

100.0914369

53

平均点差

10．3

20

RDG

平均

分散

観測数

ビアソン相関

仮説平均との差異

自由度

P(T<=t)片側

t境界値片側

P(T<=t)両側

t境界値両側

前期

76.43396226

77.63497823

53

0.397273843

0

52

1.39260204

0.084833231

1.674689154

0.169666463

2.006646761

検定結果

l〕(T＜＝I)IlIljllIl1＞0．05＝＞よって、仮脱は採択

､|と均.'A〔J)雌はｲl雪葱雄はj1lIい

後期

83.09433962

9081785196

53

後期

74.47169811

9629245283

53

平均点差

平均点差

2.8

-20



|災学部（保他学科）

■TTL

平均

分散

観測数

ビアソン相関

仮説平均との差異

自由度

t

P(T<=t)片側

t境界値片側

P(T<=t)両側

t境界値両側

前期

169．3

605.561

93

0.459308307

0

92

-2257000415

0.013187467

1.661585397

0.026374934

1.986086272

検定結果

I》('[､<＝〔)I'Ⅷ11＜().()5コよって、仮説は棄却

1え均.'｣.(の膿はｲJ意農がｲ1.るといえる

,’｜LST

平均

分散

観測数

ビアソン相関

仮説平均との差異

自由度

t

P(T<＝t)片側

t境界値片側

P(T<=t)両側

t境界値両側

前期

42．31182796

113.9777934

93

0.115656694

0

92

-4.495594964

1.0088E-05

1.661585397

2.01759E-05

1.986086272

検定IIj果

I〕(T＜＝I)|liIjllIIl＜(l()5二よって、仮説は棄却

､ド均点のﾉ'1ﾐはｲ1..唖ﾉ咲がｲlるといえる

数f好郁

TTL

平均

分散

観測数

ビアソン相関

仮説平均との差異

自由度

t

P(T<=t)片側

t境界値片側

P(T<=t)両側

t境界値両側

前期

156.6

943.635

255

0.667219307

0

254

-4.866848887

9.96489E-07

1.650874792

1.99298E-06

1.969347483

検定結県

P(T<＝I)IljlIl1＜0．05二今よって、仮説は粟却
､ド均,1鯵'.':の八‘;はｲI意ﾉ鴫がｲj､るといえる

｜LST

平均

分散

観測数

ピアソン相関

仮説平均との差異

自由度

P(T<=t)片側

t境界値片側

P(T<＝t)両側

t境界値両側

前期

41.92156863

149．348155

255

0.250983662

0

254

-7.199506061

3．41149E-12

1.650874792

6.82298E-12

1.969347483

検定蒲果

P(T<＝()I↓|ljIl1＜().()5＝今よって、仮説は粟却

､ド均.''.”〕舟'4はｲ1.懲膿がｲ｣.るといえる

後期

後期

175.3

627.315

93

49.31182796

140.8038803

93

後期

164.4

1003.035

255

後期

48.49411765

134.2509495

255

平均点差

6.0

平均点差

7.0

平均点差

7.8

平均点差

6.6

2］

｜GRM

平均

分散

観測数

ピアソン相関

仮説平均との差異

自由度

t

P(T<=t)片側

t境界値片側

P(T<=t)両側

t境界値両側

前期

66．24731183

235.7751286

93

0瞳445418039

0

92

-0.945048936

0.173554655

1.661585397

0.34710931

1.986086272

検定結果

I](T＜＝l)IlIlj{lIll＞0．05＝＞よって、仮説は採択

､|;均.I抑jfI蔦はｲl蝋ﾊ゙ は蝋い

■RDG

平均

分散

観測数

ピアソン相関

仮説平均との差異

自由度

i

P(T<＝t)片側

t境界値片側

P(T<=t)両側

t境界値両側

前期

60.74193548

1447587658

93

0.316644875

0

92

1．621091105

0．054210316

1661585397

0.108420633

1.986086272

検定納来

I〕(T＜＝1)|llljiNlI＞().()5＝＞よって、仮説は採択

､|､:.'り,'.！‘':<ﾉ)卿よｨI‘'3．A'判ょ'111:1．､

｜GRM

平均

分散

観測数

ピアソン相関

仮説平均との差異

自由度

P(T＜=t)片側

t境界値片側

P(T＜=t)両側

t境界値両側

前期

59.15686275

237.7469507

255

0.568377413

0

254

-4.390835856

8.2906E-06

1.650874792

1.65812E-05

1.969347483

検定結染

P('1､<＝【)''11ⅡlIll＜(}.()5＝今よって、仮説は粟却

･'尻均.'.'‘I:の雄はｲ1.敗ﾉ唯がｲj,るといえる

RDG

平均

分散

観測数

ピアソン相関

仮説平均との差異

自由度

P(T<＝t)片側

t境界値片側

P(T<=t)両側

t境界値両側

前期

55.55294118

187.7993516

255

0.593977781

0

254

3.289663451

0.00057254

1.650874792

0.00114508

1,969347483

検定納果

I〕(T＜＝l)IllljmIl＜(105コよって、仮説は棄却

､|見均,l'.！〃)嬢はｲl恵ﾉ嘘がｲ1-るといえる

後期

67.72043011

166.9209911

93

後期

58.31182796

160.8690977

93

後期

63.01176471

2170037981

255

後期

52.88627451

222.7153621

255

平均点差

1.5

平均点差

-2.4

平均点差

3.9

平均点差

-27



工学部

■TTL

平均

分散

観測数

ピアソン相関

仮説平均との差異

自由度

t

P(T<=t)片側

t境界値片側

P(T<＝t)両側

t境界値両側

前期

145．9

863.898

449

0.582859077

0

448

-7.517095421

153867E-13

1.648261985

3.07735E-13

1.965273244

検定結果

I》(T＜＝()1'Ⅷ1'1＜().05二よって、仮説は棄却

､ド均ﾉﾉ1のﾉ鳴はｲ1.恵雄がｲ1.るといえる

LST

平均

分散

観測数

ピアソン相関

仮説平均との差異

自由度

t

P(T<=t)片側

t境界値片側

P(T<=t)両側

t境界値両側

前期

38.54120267

137.958678

449

0.330703065

0

448

－11．85545153

1.09017E-28

1.648261985

218034E-28

1.965273244

検定結果

P(T＜＝1)1JⅧ|l＜().()5＝よって、仮説は棄却

､'4均点の鋸はｲl愈飛がｲ1．るといえる

Ml学部

■TTL

平均

分散

観測数

ピアソン相関

仮説平均との差異

自由度

P(T<＝t)片側

t境界値片側

P(T<=t)両側

t境界値両側

前期

195．8

506.429

16

0.743350227

0

15

－1．416411677

0.088543301

1.753050325

0.1万086601

2.131449536

検定結果

P(T<＝1)iNij側＞().()5コよって、仮説は採択

1;｣り,1.lJ.の（はｲ1.'§:ﾉ|‘は拙い

■LST

平均

分散

観測数

ピアソン相関

仮説平均との差異

自由度

t

P(T<=t)片側

1境界値片側

P(T<=t)両側

t境界値両側

前期

44.0625

125.7958333

16

0.524773556

0

15

-2.36350369

0.016012851

1.753050325

0.032025701

2131449536

検定結果

i》(T<＝t)I則j側く().()5コよって、仮説は棄却

､ド均点の雄はｲ1．.噛娘がｲlるといえる

後期

後期

155.5

918.740

449

46.38530067

155.4650513

449

後期

後期

202.2

707.763

16

50-75

143.1333333

16

平均点差

9.7

平均点差

7.8

平均点差

6.4

平均点差

6.7

22

■GRM

平均

分散

観測数

ピアソン相関

仮説平均との差異

自由度

t

P(T＜=t)片側

t境界値片側

P(T＜=t)両側

t境界値両側

前期

55.24721604

2174499085

449

0.395494965

0

448

-6.568898877

7.0“7E-11

1.648261985

1.40894E-10

1.965273244

検定結果

I〕(T<=1)illlj側くO鯵()5＝よって、仮説は棄却

､|え均点の藤はｲ1.懲蛙がｲl~るといえる

■RDG

平均

分散

観測数

ピアソン相関

仮説平均との差異

自由度

t

P(T＜＝t)片側

t境界値片側

P(T<=t)両側

t境界値両側

前期

52.07126949

169.9056236

449

0.494020578

0

448

4.774993099

1.21906E-06

1.648261985

2.43811E-06

1.965273244

検定結果

P('1､<=')I↓Ⅷ'1＜().()5＝よって、仮説は棄却

､ド均‘'､'1の膿はｲl意雄が有るといえる

GRM

平均

分散

観測数

ビアソン相関

仮説平均との差異

自由度

P(T<＝t)片側

t境界値片側

P(T<=t)両側

t境界値両側

前期

80.9375

146.9958333

16

0.737019482

0

15

0.253044701

0.401834393

1.753050325

0.803668786

2.131449536

検定結果

i〕(T<=t)両側＞0－05コよって、仮説は採択

1を均.''':ﾘ〕雄はｲ1..層:差は艇い

RDG

平均

分散

観測数

ピアソン相関

仮説平均との差異

自由度

t

P(T<=t)片側

t境界値片側

P(T<=t)両側

t境界値両側

前期

70．8125

64.69583333

16

0．515358993

0

15

-0.096017823

0.462388748

1.753050325

0.924777495

2.131449536

検定結果

P(T<＝【)!'Ⅷ''1＞0，05二よって、仮説は採択

.|;均.'''の蝶はｲj・懲嬢は.職い

後期

60.14922049

195.8058085

449

後期

49.00222717

195.7834772

449

後期

後期

80.375

15345

16

71.0625

1428625

16

平均点差

4.9

平均点差

-3.1

平均点差

-0.6

平均点差

0.3



水産学部

■TTL

平均

分散

観測数

ピアソン相関

仮説平均との差異

自由度

P(T<=t)片側

t境界値片側

P(T<=t)両側

t境界値両側

前期

147．9

903,715

133

0.587521752

0

132

-3.910553937

7.33003E-05

1.65647927

0.000146601

1.978098814

検定結果

P(T＜＝!)両側く0．05コよって、仮説は唯却

､F均.Ijj;の膿はｲI癒雄かｲIるといえる

LST

平均

分散

観測数

ピアソン相関

仮説平均との差異

自由度

t

P(T<=t)片側

t境界値片帆'」

P(T<=t)両側

t境界値両Mll

前期

4127819549

147.4295967

133

0.286532927

0

132

－7．114692001

3.2078E-11

1.65647927

6．4156E-11

1.978098814

検定粘果

P(T<＝t)lII1j側く().()5＝よって、仮‘塊は鯛11
.ド均J､I.〔の蝋はｲI意嬢がｲ】'るといえる

鵬γ:部

TTL

平均

分散

観測数

ピアソン相関

仮説平均との差異

自由度

P(T<=t)片側

t境界値片側

P(T<＝t)両側

t境界値両側

前期

163．2

1369.624

220

0.727470888

0

219

-6.895395038

2.83392E-11

1．651841183

5.66783E-11

1.970855317

検定結果

I〕(T<＝I)Ijlj側く().()5→よって、仮,塊は蛎却

1と均.'j､'〃)娘はｲ1..噛熊がｲj･るといえる

LST

平均

分散

観測数

ビアソン相関

仮説平均との差異

自由度

t

P(T<=t)片側

t境界値片側

P(T<=t)両側

t境界値両側

前期

41‘96818182

173.7021793

220

0.35269946

0

219

露9.852401466

1．71634E-19

1．651841183

3.43269E-19

1.970855317

検定薪果

P(T＜＝!)I1IljMﾘ＜().05＝＞よって、仮脱は唯却

，|面均,'.'.〔のA'洲よｲl'･唖ﾊﾐがｲ1.るといえる

後期

後期

157.1

848.914

133

50.2406015

1483810663

133

後期

175.6

1226.591

220

後期

51.69090909

157.0547115

220

平均点差

9.1

平均点差

9.0

平均点差

124

平均点差

9.7

23

｜GRM

平均

分散

観測数

ビアソン相関

仮説平均との差異

自由度

P(T<=t)片側

t境界値片側

P(T<＝t)両側

t境界値両側

前期

56.0075188

236.7347915

133

0．316416988

0

132

－2381048257

0.009345989

1.65647927

0．018691978

1.978098814

検定結果

P(T＜＝【)仙j側く0．05二よって、仮説は傘却

､F均点のﾉ篭はｲl爾愈雄がｲ1-るといえる

RDG

平均

分散

観測数

ピアソン相関

仮説平均との差異

自由度

P(T<=t)片側

t境界値片側

P(T<＝t)両側

t境界値両側

前期

5064661654

178.4120529

133

0,502336397

0

132

2.976441687

0.0017349

1.65647927

0.0034698

1.978098814

検定紬果

I〕(T＜＝I)IlIljlIl＜0()5＝よって、仮説は蝿却

．i'j狐i”)雄はｲ1通策がくI･るといえる

GRM

平均

分散

観測数

ピアソン相関

仮説平均との差異

自由度

P(T<=t)片側

t境界値片側

P(T<=t)両側

t境界値両側

前期

63.46818182

303.0903072

220

0.632475651

0

219

-4.571570275

4.04582E-06

1.651841183

8.09164E-06

1970855317

検定結果

P(T＜＝()|'Ⅷlﾘ＜().()5＝よって、仮説は蛎却

1[均.','.(の簾はｲ1.戦鮭がｲ1.るといえる

lRDG

平均

分散

観測数

ピアソン相関

仮説平均との差異

自由度

P(T＜＝t)片側

t境界値片側

P(T<＝t)両側

t境界値両側

前期

57.8

231.7315068

220

0.613540064

0

219

1.993361969

0.023731373

1.651841183

0.047462745

1.970855317

検定緋果

P(T＜＝1)|lhj側く().05＝よって、仮‘塊は襲却

､ド均,I‘'.':ひ)ﾉfはｲj,怠飛かｲlるといえる

後期

59.65413534

219.4703805

133

後期

47.15789474

188.6036683

133

後期

67.94545455

269.3577418

220

後期

55.99090909

237.1049398

220

平均点差

3.6

平均点差

-3‘5

平均点差

4.5

平均点差

-1.8



法文学部

■TTL

平均

分散

観測数

ビアソン相関

仮説平均との差異

自由度

t

P(T<＝t)片側

t境界値片側

P(T<=t)両側

t境界値両側

前期

172．8

797.256

321

0.649425959

0

320

-4.909022042

7.30682E-07

1.649629305

1.46136E-06

1.967404907

検定結果

ID(T＜＝【)両側く().()5コよって、仮説は棄却
.r均‘'.'”)雄はｲ1..●雛かｲjるといえる

LST

平均

分散

観測数

ピアソン相関

仮説平均との差異

自由度

P(T<=t)片側

t境界値片側

P(T<＝t)両側

t境界値両側

前期

44．07165109

143.4854751

321

0,358684499

0

320

-9.940769082

9.05983E-21

1.649629305

1．81197E-20

1.967404907

検定結果

P(T＜＝1)I山j側く().()5コよって、仮説は粟却

･ド均.Ijw)雄はｲl愈焔かｲlるといえる

｣:''1学部

■TTL

平均

分散

観測数

ビアソン相関

仮説平均との差異

自由度

t

P(T<＝t)片側

t境界値片側

P(T<=t)両側

t境界値両側

前期

153．6

1134．047

194

0.673699144

0

193

-4.626501557

3.40375E-06

1.652787069

6.80749E-06

1.972331631

検定粘果

l〕(T＜＝【)I1IIjlIll＜().()5コよって、仮説は粟却
､I尻』抑』(の雄はｲ1.蹴推がｲIるといえる

LST

平均

分散

観測数

ピアソン相関

仮説平均との差異

自由度

t

P(T<=t)片側

t境界値片側

P(T<＝t)両側

t境界値両側

前期

40.94329897

140.4786336

194

0.397272528

0

193

-8.963310686

1.35686E-16

1.652787069

2.71372E-16

1.972331631

検定結果

I〕(T＜＝1)両側く0(15＝＞よって、仮説は棄却
･ド均.’.i,(の雄はｲI意離かｲI･るといえる

後期

後期

179.4

872553

321

51.78816199

157.9237344

321

後期

162．6

1141672

194

後期

49.69587629

165.7464078

194

平均点差

6.6

平均点差

7.7

平均点差

9.1

平均点差

8.8

24

｜GRM

平均

分散

観測数

ピアソン相関

仮説平均との差異

自由度

t

P(T＜=t)片側

t境界値片側

P(T＜=t)両側

t境界値両側

前期

66.18691589

225.3024533

321

0.456778836

0

320

-2633649264

0.004428811

1.649629305

0.008857621

1.967404907

検定結果

I〕(T＜＝〔)i町IIll＜0．()5＝よって、仮説は棄却

1え均点の雄はｲI愈錐がｲ1．るといえる

｜RDG

平均

分散

観測数

ビァソン相関

仮説平均との差異

自由度

P(丁く=t)片側

t境界値片側

P(T<=t)両側

t境界値両側

前期

625046729

143.3632593

321

0.507972858

0

320

4.526729985

4.22979E-06

1.649629305

8.45959E-06

1.967404907

検定結果

I>(T＜＝I)両側く0．05二よって、仮説は棄却

､f均点の雄はｲ｢.世雄がｲiるといえる

GRM

平均

分散

観測数

ピアソン相関

仮説平均との差異

自由度

P(T<=t)片側

t境界値片側

P(T<=t)両側

t境界値両側

前期

58.81958763

305.4854174

194

0.483448874

0

193

－3236923103

0.000711066

1.652787069

0.001422132

1.972331631

検定結果

P(T＜＝1)|llljIl1ll＜()“＝よって、仮,猟は襲却

､r均点の雄はｲl癒雄がｲ1.るといえる

RDG

平均

分散

観測数

ピアソン相関

仮説平均との差異

自由度

P(T<＝t)片側

t境界値片側

P(T<＝t)両側

t境界値両側

前期

53.82474227

216.2074675

194

0．571623538

0

193

3.583155633

0.000214896

1.652787069

0.000429791

1.972331631

検定結果

P('1，<＝I)Imj側く().()5コよって、仮説は梁却
．F均.1.11の厳はｲ1..唖雄かｲ1．るといえる

後期

68.35202492

170.9100662

321

後期

59.25856698

188.8860592

321

後期

62.72680412

237.7643555

194

後期

50.21649485

242.0565141

194

平均点差

平均点差

平均点差

平均点差

2.2

-3.2

国Q
ｰ■ぜ

-3.6



資料5(p3)の詳細データ

●検定ﾉJii;t-検定（一対の隙本による平均の検定ツール）

●実施テスI、:G-TELP仙期6ノj火施Form310後期11Ⅱ爽施IMrniMT

●対.象肖･了24ｲ|渡のG-TELPをmm(en)、後期(12H)ともに受1縦した命‘受験ﾉ|こ

●州雌仮i塊:riii期試験の¥均J潮1.と後期試1版の､ド均i'i"にはｲ]幽雅は雌い」

●1:ﾘ断jil§唯

P(T<=t)iftj側く有懲水雌0.05.'二棄却二「ｲ)意錐が雌い」とはいえない二有怠熊がｲIる

P(T<=t)liiij側＞ｲ『愈水雌(0.05)=>採択＝＞イ｣.意麓が雌い

※|A]|II検定にて判II',

医学部（Ⅸ'､拝:｜）

TTL

平均

分散

観測数

ビアソン相関

仮説平均との差異

自由度

P(T<=t)片側

t境界値片側

P(T<=t)両側

t境界値両側

前期

209．5

475.046

54

0．523166175

0

53

-4.509233753

1．81751E-05

1.674116237

3.63503E-05

2005745949

後期

222.7

493‘035

54

平均点差

13．2

GRM

平均

分散

観測数

ピアソン相関

仮説平均との差異

自由度

P(T<=t)片側

t境界値片側

P(T<＝t)両側

t境界値両側

前期

78.16666667

137鯵6886792

54

0.414560453

0

53

-4.157477998

5.90527E-05

1．674116237

0.000118105

2.005745949

検定紡果

P(T<=I)|lhj側く().()5二よって、仮挽は粟却

･¥均.I畑)雛はｲI･愈嬢が有るといえる

検定結采

1J(.｢＜＝I)ilI1jI11＜(}､05＝＞よって、仮説は梁却

･ド均,'』.':の雄はｲ1.恵雄がｲ1.るといえる

LST

平均

分散

観測数

ビアソン相関

仮説平均との差異

自由度

t

P(T<＝t)片側

t境界値片側

P(T<＝t)両側

t境界値両側

前期

5637037037

199.9357093

54

0.053687103

0

53

-2.922288721

0.002548987

1.674116237

0,005097974

2.005745949

検定結果

P(T＜＝()Iillj側く().05＝よって、仮説は乗却

‘F均.'l､':の鮪はｲ1.葱躍が有.るといえる

後期

63.87037037

175.8885395

54

平均点差

ヲ反
ダロゾ

25

RDG

平均

分散

観測数

ピアソン相関

仮説平均との差異

自由度

P(T<＝t)片側

t境界値片側

P(T<＝t)両側

t境界値両側

前期

75

79.50943396

54

0.323644617

0

53

0662322288

0.255317303

1.674116237

0.510634605

2‘005745949

検定結果

P(T〈＝【)IlIljmll＞().05＝＞よって，仮脱は採択

1リ』J､111〃)ﾉ1はｲI意j1桂IIi{Ⅱ.、

後期

84.81481481

95.43675751

54

後期

74.03703704

89.13067785

54

平均点差

6‘6

平均点差

-1.0



医学部（保健学科）

■TTL lGRM

前期 後期 平均点差 前期 後期 平均点差

平均

分散

観測数

ピアソン相関

仮説平均との差異

自由度

P(T<=t)片側

t境界値片側

P(T<=t)両側

t境界値両側

平均

分散

観測数

ピアソン相関

仮説平均との差異

自由度

P(T<=t)片側

t境界値片側

P(T<=t)両側

1境界値両側

172．8

654.062

99

0.588740398

0

98

毒2.716921762

0.003895542

1.660551218

0.007791085

1.984467404

179.1

632.9万

99

6.3 67.09090909

219．6549165

99

0.436632188

0

98

-1.678781202

0.048190333

1.660551218

0.096380666

1.984467404

69.46464646

120.1288394

99

2.4

検定結果

1)(T<=【)両側く005二よって、仮説は棄却

1A均,'1.iの雄は有愈溌がｲIるといえる

検定結果

I，(T<=〔)両側く0.05コよって、仮説は棄却

‘'4均・'1Kの差は有.唖雄がｲiるといえる

｜LST |｜RDG

前期 後期 平均点差 前期 後期 平均点差

平均

分散

観測数

ピアソン相関

仮説平均との差異

自由度

t

P(T<=t)片側

t境界値片側

P(T<=t)両側

t境界値両側

平均

分散

観測数

ピアソン相関

仮説平均との差異

自由度

P(T<=t)片側

t境界値片側

P(T＜＝t)両側

t境界値両側

43.92929293

131.4949495

99

0.360130468

0

98

-5.0889594

8.68897E-07

1.660551218

1.73779E-06

1.984467404

5097979798

164.4485673

99

．
１
１

７
Ｊ 61.80808081

110.9729953

99

0.489506298

0

98

2.678829252

0.004332721

1.660551218

0.008665443

1.984467404

58.66666667

152.5510204

99

-3.1

検定結果

P(T＜=〔)両側く0．05コよって、仮説は棄却

､14均.IjIの雄はｲ『意膿がｲjるといえる

検定粘采

P(T＜=t)両側＞0．05つよって．仮説は採択

･''均点の鰻はfi意雛は艇い

敬育学部

■TTL GRM

平均点差 前期前期 後期 後期 平均点差

平均

分散

観測数

ピアソン相関

仮説平均との差異

自由度

P(T<＝t)片側

t境界値片側

P(T<=t)両側

t境界値両側

平均

分散

観測数

ピアソン相関

仮説平均との差異

自由度

P(T<=t)片側

t境界値片側

P(T<=t)両側

t境界値両側

57.5204918

216.2259158

244

0498168174

0

243

-5.187608148

224572E-07

1．651148402

4.49143E-07

1.969774341

62.55327869

240.7502361

2“

164.3

1051.793

244

10．9 5.0153．4

975.702

244

0.619475541

0

243

-6.152602746

1.5588E-09

1.651148402

3．11761E-09

1.969774341

検定結果

I>(T<=t)両側く0，05二よって、仮説は棄却

1f均.111の雄は有愈嬢がｲIるといえる

検定結眼

I>(T＜＝1)両側く0．05コよって，仮説は梁却
･ド均点の篭はｲ『.極簾がｲ1.るといえる

｜RDG｜LST

後期 平均点差平均点差 前期前期 後期

平均

分散

観測数

ピアソン相関

仮説平均との差異

自由度

P(T<＝t)片側

t境界値片側

P(T<=t)両側

t境界値両側

54．81147541

174.523983

244

0.538309007

0

243

3.397249573

0.000397575

1.651148402

0.00079515

1.969774341

51.98360656

191.2178371

244

-28平均

分散

観測数

ビアソン相関

仮説平均との差異

自由度

P(T<=t)片側

t境界値片側

P(T<＝t)両側

t境界値両側

41.04918033

166．1951022

244

0.302957139

0

243

－9．041641262

2.51073E-17

1.651148402

5.02147E-17

1.969774341

49.79098361

161.0055151

2“

8.7

検定結果

P(T＜＝1)両側＞0，()5コよって、仮説は採択

･Iリリ.','､ﾉ糸はｲ1.愈耽上肌L・

検定結果

P(T＜＝【)両側く0．05＝よって、仮説は粟却
14均.IJ1の熊はｲi意裟かｲIるといえる

26



II,M,i:

司TTL

平均

分散

観測数

ビアソン相関

仮説平均との差異

自由度

P(T<=t)片側

t境界値片側

P(T<=t)両側

t境界値両側

前期

143．7

723.780

438

0,568181815

0

437

-8.53444155

1.17143E-16

1.648347962

2.34286E-16

1.965407254

検定雑果

P(T＜＝1)IlIIj側く0．()5コよって、似拠は粟却

.r均.'！.':の溌はｲ).愈雌がｲIるといえる

｜LST

平均

分散

観測数

ピアソン相関

仮説平均との差異

自由度

P(T＜=t)片側

t境界値片側

P(T<=t)両側

t境界値両側

前期

38.19863014

107.3037052

438

0‘2493417

0

437

-12.73241564

4．17781E-32

1.648347962

8.35561E-32

1.965407254

検定紬果

P(T<＝I)''11j側く().05こつよって、仮11兇は”11

．ド均,'､1,(の雄はｨl愈雄がｨIるといえる

HI-,7Mi;

■TTL

平均

分散

観測数

ピアソン相関

仮説平均との差異

自由度

P(T＜=1)片側

t境界値片側

P(T<=t)両側

t境界値両側

前期

174．7

1000．871

20

0.252476107

0

19

-278475228

0.005904602

1.729132792

0‘011809205

2.09302405

検定結果

P(T<＝【)両側く0．05コよって、仮,猟は棄却

､ド均.I.'.〔の癌はfi・砿雄がｲ1.るといえる

LST

平均

分散

観測数

ビアソン相関

仮説平均との差異

自由度

P(T<=t)片側

t境界値片側

P(T<=t)両側

t境界値両側

前期

48.15

176.0289474

20

0.33302876

0

19

-1.630233174

0.059759214

1.729132792

0．119518428

2.09302405

検定結采

P(T＜＝【)IlUj側く0．05二よって、仮説は曜却

･ド均.‘.‘J:の差はｲ『､慰雄かｲ1.るといえる

後期

後期

154.1

794.714

438

46.5

140.0080092

438

後期

後期

196.2

574.029

20

53.6

158.8842105

20

平均点差

10．4

平均点差

8.3

平均点差

21.5

平均点差

5.5

27

｜GRM

平均

分散

観測数

ピアソン相関

仮説平均との差異

自由度

P(T<＝t)片側

t境界値片側

P(T<＝t)両側

t境界値両側

前期

54.27625571

205.1477644

438

0.442028733

0

437

-6.571672836

7.09582E-11

1.648347962

1．41916E-10

1.965407254

検定納果

I,(T＜＝l)i'Ⅷ'1＜(l()5＝今よって、仮1塊は飛却

､|；均.'ﾉ.〔の雄はｲ1..世ﾉfかｲlるといえる

RDG

平均

分散

観測数

ピアソン相関

仮説平均との差異

自由度

t

P(T<＝t)片側

1境界値片側

P(T＜=t)両側

t境界値両側

検定結果

I!('1､＜=1)｢IⅧM>().()5

‘''1ｲﾉ.IAl1(ﾉ>ﾉ郁上イlIu;｛

．GRM

平均

分散

観測数

ビアソン相関

仮説平均との差異

自由度

P(T<=t)片側

t境界値片側

P(T＜＝t)両側

t塊界値両側

前期

5120091324

167,428649

438

0.393062944

0

437

3.718272937

0.000113344

1.648347962

0.000226688

1.965407254

二よって、仮!i兇は採択
11Ⅱlぃ

前期

68．55

225.9447368

20

0.439496942

0

19

－2．501672112

0.010831952

1.729132792

0.021663905

2.09302405

検定結果

l〕(T<＝【)両側く()簾()5＝＞よって、仮魂は棄却

､14均点の篭はｲI心躍がｲ1.るといえる

■RDG

平均

分散

観測数

ピアソン相関

仮説平均との差異

自由度

P(T<=t)片側

t境界値片側

P(T＜＝t)両側

t境界値両側

前期

57．95

169．3131579

20

0,264484829

0

19

-2.201049248

0.02014788

1.729132792

0.040295759

2.09302405

検定結果

I】(T＜＝I)両側＞().()5＝よって，仮説は採択

|jり:』i")；1-,よイl(”!上1肌.,

後期

58.99315068

1992287859

438

後期

48.63242009

176.8416925

438

後期

7655

128.1552632

20

後期

66

194.1052632

20

平均点差

4.7

平均点差

-2,6

平均点差

8.0

平均点差

8.1



水雌学部

■TTL

平均

分散

観測数

ピアソン相関

仮説平均との差異

自由度

P(T<=t)片側

t境界値片側

P(T<=t)両側

t境界値両側

前期

148，3

952715

127

0645447557

0

126

-5.488349236

1.06921E-07

1.657036982

213842E-07

1.978970576

検定結果

I,(T<=t)1町側く().()5二よって、仮説は襲却
､ド均.'AIの雄はｲ1.愈蛎がｲ1.るといえる

■LST

平均

分散

観測数

ピアソン相関

仮説平均との差異

自由度

t

P(T<=t)片側

t境界値片側

P(T<=t)両側

t境界値両側

前期

39.32283465

126.2679665

127

0.388250901

0

126

-10.18672752

1.90713E-18

1.657036982

3.81426E-18

1.978970576

検定結果

1』('｢＜＝l)i1ij側く(l()5コよって、仮説は飛却

W帥.1W)雌はｲl‘‘噸飛がｲj'るといえる

'Mmx

■TTL

平均

分散

観測数

ピアソン相関

仮説平均との差異

自由度

P(T<=t)片側

t境界値片側

P(T<=t)両側

t境界値両側

前期

弓F"、戸

1．J.，

1002.585

203

0.701655005

0

202

富8.836125442

2.4276E-16

1.652431964

4.8552E-16

1.971777338

検定結果

P(1､<=t)両側く0．()5コよって、仮説は棄却

､|;均.IjJ:の焔はｲI.愈雄かｲIると↓･える

■LST

平均

分散

観測数

ピアソン相関

仮説平均との差異

自由度

P(T<=t)片側

t境界値片側

P(T<=t)両側

t境界値両側

前期

40.39408867

137.140955

203

0.377224749

0

202

-10.15747529

3.80413E-20

1.652431964

7.60826E-20

1.971777338

検定結果

P(T＜＝t)両側く().()5＝よって、仮説は躍如

､14均,I”)雄はｲ｢､迩雄かｲ】るといえる

後期

後期

161．1

977．146

127

50.98425197

145,3648294

127

後期

169．5

1189．122

203

後期

50.16748768

163.9124031

203

平均点差

平均点差

平均点差

平均点差

12．7

11フ
11■『

15．9

魂

28

GRM

平均

分散

観測数

ビアソン相関

仮説平均との差異

自由度

↑

P(T<＝t)片側

t境界値片側

P(T<＝t)両側

t境界値両側

前期

56.41732283

240.4831896

127

0.606720388

0

126

－3．387808116

0.000470283

1.657036982

0.000940567

1.978970576

検定結果

I〕('1､<＝I)|lIljIIllI＜()05コよって、仮説は棄却

1f均,'』.(の賎はｲ】･恵濫がｲj,るといえる

RDG

平均

分散

観測数

ピアソン相関

仮説平均との差異

自由度

↑

P(T<＝t)片側

t境界値片側

P(T<=t)両側

t境界値両側

前期

5259055118

205.8627672

127

0.565415246

0

126

2．41635198

0.00855529

1.657036982

0.017110581

1.978970576

検定結果

I】('r<＝1)|lIIjⅢ|l＞().05コよ"｣て、仮説は採択

14jり.'､'1:の),'はｲ1世；喝は雌い

lGRM

平均

分散

観測数

ピアソン相関

仮説平均との差異

自由度

t

P(T<=t)片側

t境界値片側

P(T<=t)両側

t境界値両側

前期

59.11330049

232.8039311

203

0.47097806

0

202

-5.990486831

4.72503E-09

1.652431964

9.45005E-09

1.971777338

検定結果

P(T<=【)仙j側く0．05＝よって、仮説は棄却
．ド均点の婚はｲﾘ愈篭がｲI･るといえる

｜RDG

平均

分散

観測数

ピアソン相関

仮説平均との差異

自由度

t

P(T<=t)片側

t境界値片側

P(T<＝t)両側

t境界値両側

前期

54.04433498

204.8247574

203

0.60712289

0

202

0.638116074

0.262060429

1.652431964

0.524120858

1.971777338

検定結采

P(T<=〔)Ilj側＞().()5＝今よって、仮説は採択
､ド崎.'A1〃ﾉﾊ'|ﾒｲ1.愈職よ雛い

後期

60.38582677

199.7150356

127

後期

49.7007874

212.0367454

127

後期

65.86206897

253.812564

203

後期

53.44827586

243.4366678

203

平均点差

4.0

平均点差

-2.9

平均点差

6.7

平均点差

-0.6



法文学部

TTL

平均

分散

観測数

ビアソン相関

仮説平均との差異

自由度

P(T<=t)片側

t境界値片側

P(T<=t)両側

t境界値両側

前期

167．4

784.081

327

0.617002322

0

326

-6.140888373

1.19289E毒09

1,649541158

2.38578E-09

1.967267455

検定結果

I>(T＜＝I1Il11j側く().()5＝よって、仮,塊は難却
‘I乏均.IAl;の蝋はｲ1．.蝋ﾉfがｲ1.るといえる

｜LST

平均

分散

観測数

ビアソン相関

仮説平均との差異

自由度

P(T<=t)片側

t境界値片側

P(T<=t)両側

t境界値両側

前期

43．09174312

142.5252997

327

0.398584312

0

326

－10．90641138

404257E-24

1‘649541158

8.08513E-24

1.967267455

検定紡果

P(T＜＝【)illj側く().()5二よって，仮説は棄却

．|え均・','”)刑よｲﾘ．息ﾉ喉がｲ1．るといえる

理学部

■TTL

平均

分散

観測数

ピアソン相関

仮説平均との差異

自由度

P(T<=t)片側

t境界値片側

P(T<＝t)両側

t境界値両側

前期

152．0

1208．868

184

0.661727904

0

183

-4.263188788

1．61199E-05

1.653222804

3.22397E-05

1973011873

検定結果

P(T<＝1)I'|‘j側く0()5コよって、仮脱ば紫却
､|と均,1.1.(の簾はｲl愈躍がfl-るといえる

LST

平均

分散

観測数

ビアソン相関

仮説平均との差異

自由度

P(T<=t)片側

t境界値片側

P(T<=t)両側

t境界値両側

前期

40,8423913

201．7291221

184

0.243795628

0

183

－6．091512772

322215E-09

1.653222804

R444nF－nq

1.973011873

検定結果

P(T＜＝【)IlI1j側く().()5＝よって、仮説は粟却

‘|z均‘'』.iの雄は｛｣懲雄がｲ｢るといえる

後期

後期

176.0

879.797

327

51.26605505

162.4719424

327

後期

161.1

1258.467

184

後期

48.36413043

168.7901818

184

平均点差

平均点差

平均点差

平均点差

8,6

8.2

9.1

7匡
f・ゾ

29

GRM

平均

分散

観測数

ピアソン相関

仮説平均との差異

自由度

P(T<＝i)片側

t境界値片側

P(T<＝t)両側

t境界値両側

前期

63.44954128

206.4874768

327

0,397379788

0

326

－3‘654612628

0000150044

1649541158

0.000300087

1.967267455

検定結栄

P(T<＝()IlIlj側く().()5二よって．仮説は棄却

1訓加''〃)雄はｲ1..'蹴娘かｲl･るといえる

■RDG

平均

分散

観測数

ビアソン相関

仮説平均との差異

自由度

t

P(T<＝t)片側

1境界値片側

P(T<＝t)両側

t境界値両側

前期

6085626911

159.3749836

327

0,436866736

0

326

3.596033756

0.000186562

1.649541158

0.000373124

1.967267455

検定結県

P(T〈＝()｢山j側＞().()5二つよって、仮説は採択

‘|'jfJ.'1'･ﾘﾉ節Iは{1．.卿ハ･【上川い

｜GRM

平均

分散

観測数

ピアソン相関

仮説平均との差異

自由度

P(T＜＝t)片側

t境界値片側

P(T＜＝t)両側

t境界値両側

前期

58.26630435

263.9778748

184

0.646645678

0

183

-4.217400402

1.94086E-05

1.653222804

3.88173E-05

1．973011873

検定紡果

I》('1,＜＝1)ililjl1lI＜().()5＝よって、仮呪は"：11

,|f均点の離はｲl蝋嬢か{lるといえる

■RDG

平均

分散

観測数

ビアソン相関

仮説平均との差異

自由度

P(T<=t)片側

t境界値片側

P(T<=t)両側

t境界値両側

前期

52,86413043

214.8065752

184

0.596040826

0

183

2.713379542

0.00364812

1.653222804

0.00729624

1.973011873

検定結果

I〕(T＜＝【)Il1IjmIl＞().()5＝＞よって，仮説は採択

|'均.'1ﾘﾉﾉﾉｲはｲ11m,1.｛』1Ⅲ:'.､

後期

6662079511

202.0827564

327

後期

58.〔)9480122

182.4480404

327

後期

6254891304

272.8391245

184

後期

50.14130435

2426138038

184

平均点差

3.2

平均点差

-2.8

平均点差

4.3

平均点差

-2.7



此llill状医学部

■TTL

平均

分散

観測数

ビアソン相関

仮説平均との差異

自由度

1

P(T<=t)片側

t境界値片側

P(T<=t)両側

t境界値両側

前期

2078

832.540

31

0.546547166

0

30

-2.334445183

0.013228698

1.697260851

0.026457395

2042272449

検定結果

I，(T＜=()両側く005二よって、仮説は棄却

､r均"111の雄は有.瞳雄が行るといえる

■LST

平均

分散

観測数

ビアソン相関

仮説平均との差異

自由度

t

P(T<＝t)片側

t境界値片側

P(T<=t)両側

t境界値両側

前期

50.61290323

192.2451613

31

0.368702533

0

30

-4.454629765

5.40452E-05

1.697260851

0.00010809

2.042272449

検定結果

P(1､<＝1)iji側く0．05コよって、仮説は無却
､F均.1.'1の差はｲｫ恵差がｲ｢るといえる

後期

後期

218,5

543.389

31

62.29032258

143.0795699

31

平均点差

10．6

平均点差

11．7

30

「IGRM

平均

分散

観測数

ピアソン相関

仮説平均との差異

自由度

P(T<＝t)片側

t境界値片側

P(T<＝t)両側

t境界値両側

前期

79.70967742

2020129032

31

057240221

0

30

-1.387973719

0.087683875

1.697260851

0.17536775

2.042272“9

検定結果

I>(T＜＝t)両側く0．05＝＞よって、仮説は棄却

､r均点の差はｲI意差がｲ1.るといえる

■RDG

平均

分散

観測数

ピアソン相関

仮説平均との差異

自由度

P(T<＝t)片側

t境界値片側

P(T<＝t)両側

t境界値両側

検定結果

P(T＜＝1)両側＞0．05＝

､|'均.11‘'；の卿よｲl~直蕪は¥恥

前期

77.51612903

6705806452

31

0.258071587

0

30

2.150346497

0.019854559

1.697260851

0.039709119

2.042272449

よって、仮説は採択

後期

8264516129

96.43655914

31

後期

73.51612903

77.39139785

31

平均点差

2.9

平均点差

4．0



資料6，7(p4)の詳細データ

(-検定結果ｿ↑,}雌仮説:ﾃｽﾄ間の､ド均i'i'の差にはｲ(懲差がない

州雌仮説を採択二有愈錐がない

蹄雌仮説を莱却二有懲推がないとはいえない＝有意差がある

t-検定：一対の棟水による､|と均の検定ツール

23年度前期-23年度後期

TTL(G+L+R)TTL(G+L+R)

平均

分散

観調'｣数

ビアソン相関

仮説平均との差異

自由度

P（T<=t）片側

t境界値片側

P（T<=t）両側

t境界値両側

1547794118

1089.961805

952

0.670590424

0

951

-10.40357263

2.20913E-24

1.64645748

4.41826E-24

1.962461566

検定結果P（T<=t）＜0．05＝＞よって、仮説は棄却
→有意差がある

平均

分散

観測数

ピアソン相関

仮説平均との差異

自由度

P（T<=t）片側

t境界値片側

P（T<=t）両側

t境界値両側

GRM

58.98739496

263.6991049

952

0.51300558

0

951

－7．801719276

8.01505E-15

1.64645748

1.60301E-14

1.962461566

検定結果P（T<=t）＜0．05→よって、仮説は棄却

＝有意差がある

平均

分散

観測数

ピアソン相関

仮説平均との差異

自由度

t

P（T<＝t）片側

t境界値片側

P（T<=t）両側

t境界値両側

LST

41.13130252

156.9659171

952

0.328196843

0

951

－17．10291788

1.10567E-57

1.64645748

2．21134E-57

1.962461566

検定結果P（T<=t）＜0．05＝よって、仮説は棄却

＝有意差がある

平均

分散

観測数

ピアソン相関

仮説平均との差異

自由度

t

P（T<=t）片側

t境界値片側

P（T<=t）両側

t境界値両側

RDG

54.66071429

196.1823457

952

0.583497267

0

951

6.691096617

1.88863E-11

1.64645748

3.77727E-11

1．962461566

検定結果P（T<＝t）＜0．05今よって、仮説は棄却

＝有意差がある

163.7846639

1075.28376

952

GRM

62.90231092

227.1019084

952

LST

49.09558824

150.2884348

952

RDG

51.78676471

224.1889729

952

31

23年度後期-24年度前期

TTL(G+L+R)TTL(G+L+R)

平均

分散

観測数

ピアソン相関

仮説平均との差異

自由度

t

P（T<=t）片側

t境界値片側

P（T<=t）両側

t境界値両側

163.7846639

1075.28376

952

0.693771958

0

951

－1526183416

0.063648342

1.64645748

0.127296683

1.962461566

検定結果P（T<=t）＞005‐よって、仮説は採択

＝有意差はない

平均

分散

観測数

ピアソン相関

仮説平均との差異

自由度

t

P（T<＝t）片側

t境界値片側

P（T<=t）両側

t境界値両側

GRM

62.90231092

227.1019084

952

0.519435772

0

951

0.759392547

0.22390298

164645748

0.447805959

1.962461566

検定結果P（T<＝t）＞0．05→よって、仮説は採択

二有意差はない

平均

分散

観測数

ピアソン相関

仮説平均との差異

自由度

t

P（T<=t）片側

t境界値片側

P（T<=t）両側

t境界値両側

LST

49.09558824

150.2884348

952

0.407480355

0

951

2704512712

0.00348133

1.64645748

0.00696266

1.962461566

検定結果P（T<=t）＜0．05二よって、仮説は棄却

＝有意差がある

平均

分散

観測数

ビアソン相関

仮説平均との差異

自由度

t

P（T<=t）片側

t境界値片側

P（T<=t）両側

t境界値両側

RDG

51.78676471

224.1889729

952

0．503162149

0

951

-6.078341212

8.77821E-10

1.64645748

1.75564E-09

1．962461566

検定結果P（T<＝t）＜0．05→よって、仮説は棄却

＝有意差がある

165.1418067

1348.088177

952

GRM

62.53151261

244.8486379

952

LST

47.79831933

215.3683252

952

RDG

54.81197479

249.7511498

952



1-4(p4)各セクションの得点分布詳細データ1(基礎統計）

基礎統計（23年度前期）

TestDate：2011/船/27

Level：3

Examinees：2㈹8

統計項目

標本数

平均

標準偏差（、）

標準偏差（、‐1）

分散（、）

分散（n‐1）

最小値

中央値

最大値

範囲

第1四分位数

第3四分位数

歪度

尖度

変動係数

雑礎統計（23年度前期2年生）

TestDate：2011/06/27

Level：3

Examinees：978

統計項目

標本数

平均

標準偏差（、）

標準偏差（、‐1）

分散（、）

分散（、‐1）

最小値

中央値

最大値

範囲

第1四分位数

第3四分位数

歪度

尖度

変動係数

蜂礎統計（23年度後期）

TestDate：2011／12/l2

Level：3

Examinees：1789

統計項目

標本数

平均

標準偏差（、）

標準偏差（n‐1）

分散（、）

分散（、‐1）

最小値

中央値

最大値

範囲

第1四分位数

第3四分位数

歪度

尖度

変動係数

GRM

2008

62.1

16.830

16.834

283.256

283.397

5

64

100

95

50

73

-0.049

0.499

0.271

GRM

978

63.6

15.663

15.671

245.320

245.571

14

64

100

86

55

77

-0.266

~0.418

0.246

GRM

1789

“､6

15．166

15．170

229.999

230.127

9

64

100

91

55

77

-0.餌2

-0.130

0.235

TestLocation：鹿児島大学1年生

TestForm：310

LST

2008

42.5

12.888

12.891

166.098

166.180

0

42

96

96

33

50

0.362

0.274

0.303

TestLocation：鹿児島大学2年生

TestForm：319

LST

978

49.2

14.160

14．167

200.510

200.715

12

50

96

84

38

58

0.086

~0.031

0.288

Tes〔Location：鹿児島大学1年生

TestForm：317

LST

1789

49.8

12.803

12.806

163.909

164.001

4

50

96

92

42

58

0.080

0.104

0.257

RDG

2008

57.7

14.735

14.739

217.120

217.228

4

58

100

96

50

67

-0.196

0．115

0.255

RDG

978

55.7

16．165

16.174

261.317

261.585

0

54

96

96

46

67

~0.162

-Q223

0.290

RDG

1789

53.8

15.447

15.452

238.621

238.754

8

54

100

92

42

67

-0.106

0.255

0.287

32

TTL(G+L+R)

2008

162.4

34.923

34.932

1219.651

1220.258

51

162

283

232

139

185

0.083

-0.087

0.215

TTL(G+L+R)

978

168.4

36.728

36.747

1348.928

1350.309

51

168

275

224

143

193

~0.054

~0.071

0.218

TTL(G+L+R)

1789

168.2

33.887

33.896

1148.329

1148.971

61

169

296

235

147

190

-0.026

0.010

0.201



基礎統計（24年度前期）

TestDate：2012/06/26

Level：3

Examinees：1996

統計項目

標本数

平均

標準偏差（、）

標準偏差（、‐1）

分散（、）

分散（、‐1）

最小値

中央値

最大値

範囲

第1四分位数

第3四分位数

歪度

尖度

変動係数

基礎統計（24年度前期2年生）

TestDate：2012/06/26

Level：3

Examinees：1037

統計項目

標本数

平均

標準偏差（、）

標準偏差（、‐1）

分散（、）

分散（、‐1）

最小値

中央値

最大値

範囲

第1四分位数

第3四分位数

歪度

尖度

変動係数

基礎統計（24年度後期）

TestDate：2012/12/l2

Level：3

Examinees：1774

統計項目

標本数

平均

標準偏差（、）

標準偏差（n‐1）

分散（、）

分散（、‐1）

最小値

中央値

最大値

範囲

第1四分位数

第3四分位数

歪度

尖度

変動係数

GRM

1996

60.9

16言228

16232

263.352

263.484

0

59

100

100

50

73

0.025

~0.400

0.266

GRM

1037

62.8

15.856

15.864

251.421

251.664

18

64

100

82

50

73

-0.209

~0.361

0.253

GRM

1774

64.1

15．613

15．618

243.774

243.911

14

64

100

86

55

77

-0.377

-0.204

0.243

TestLocation：鹿児島大学1年生

TestForm：31(）

LST

1996

42.5

13．124

13．127

172.237

172.323

0

42

92

92

33

50

0.384

0.310

0.309

TestLoCation：鹿児島大学2年生

TestForm：319

LST

1037

48.2

14.735

14.742

217.121

217.330

12

46

96

84

38

58

0.169

-0.083

0.306

TestLocati〔)、：鹿児島大学1年生

TcstForm：317

LST

1774

50.0

12.949

12.952

167.666

167.760

0

50

92

92

42

58

~0.040

-0.119

0.259

RDG TTL(G+L+R)

1996 1996

57.2 160.6

14.693 34.818

14.697 34.827

215.885 1212.327

215.994 1212.935

8 55

58 160

96 275

88 220

50 138

67 181

-0.307 0．102

0.032 0.041

0.257 0.217

RDG TTL(G+L+R)

1037 1037

55.3 166.2

16.048 37.262

16.056 37.280

257.554 1388.441

257.803 1389.781

0 56

54 165

96 275

96 219

46 142

67 193

-0.292 0.017

~0.124 -0.163

0.290 0.224

RDG TTL(G+L+R)
1774 1774

53.6 167.7

15．142 34.158

15．147 34.168

229292 1166.791

229.422 1167.449

4 60

54 169

96 267

92 207

42 146

62 191

~0.160 -0.126

-0.187 -0.074

0.283 0.204

33



1-4(p4)各セクションの得点分布詳細データ2(ヒストグラム）

行セクションの緋点分布（23年度前期）

GRM

E＝．頻度

一畳一累積

100.0％
90．0％
80．0％

70．0％
60－0％
50．0％
40．0％
30．0％
20．0％
10．0％

0．0％

GRMﾋｽﾄｸ゙ﾗﾑ
％

データ区間（10点）

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

頻度 累積％
■■■

０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０

６
５
４
３
２
１

幽
無

ロダー‐％
％
％
％
％
％
％
％
％
％

０
５
１
２
３
９
７
１
６
０

０
０
２
８
９
８
７
３
３
０

２
４
６
８
９
０１

１
９
調
理
銅
別
万
四
Ⅷ
四

１
４
３
３
３
２
１

ゴ
ダ
〆

一 同

卜

n
〆

L一」ｰ

102030405060708090100

テ令-ﾀ区間(10点）

LST

データ区間（10点）

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

頻度 累積％

錐
窪
９
８
７
６
５
４
３
２
１

こ
そ
「
Ｄ
ｐ
０
０
０
０
０
０
０
０

LSTﾋｽﾄｸ゙ﾗﾑｑ
〕
〔
皇
『
Ｉ
７
（
こ
ぐ
１
４
．
４
１
ｑ
〕
、
ご

〔
Ｊ
刈
斗
ｑ
）
（
Ｕ
戸
ｂ
ａ
Ｉ
Ｆ
Ｄ

〔
』
４
‘
『
＃
へ
こ
４
１

％
％
％
％
％
％
％
％
％
％

１
７
０
８
７
２
９
５
９
０

０
１
９
３
８
１
６
９
９
０

１
４
７
９
９
９
９
０

％

０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０

６
５
４
３
２
１

囲
畷

自

／

ノ

弓

！’

、 ロ
RDG ］耐

一

1 02030405060708090100

テ．－ﾀ区間(10点）

データ区間（10点）

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

頻度 累積％

％
％
％
％
％
％
％
％
％
％

０
６
０
６
８
９
１
２
２
０

０
０
４
１
４
５
６
５
９
０

１
３
５
７
９
９
０１

ぐ
Ｉ
ク
』
フ
Ｊ
ｑ
Ｊ
Ｒ
〕
ん
守
Ｐ
ｂ
Ｑ
〕
ｆ
１
戸
０

１
－
（
０
兵
〉
侭
Ｕ
勾
産
ｎ
Ｕ
〈
ｂ
負
〕
弓
■
Ｉ

４
１
月
等
Ａ
等
Ａ
梓
ｑ
Ｊ

'三霞？RDGﾋストグラム

ハ
ｕ
Ｊ
〔
ｘ
Ｕ
７
Ｉ
ハ
ｈ
Ｕ
贋
Ｊ
・
月
叶
ｑ
Ｊ
ｎ
ノ
」
１
Ⅱ
Ｉ

１
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

ー■■■

０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０

６
５
４
３
２
１

遡
無

｣皇〆

n_TTL（G＋L＋R）

データ区間（30点）

30

60

90

120

150

180

210

240

270

300

頻度 累積％

〔
Ｕ
へ
堂
Ｑ
）
（
ｂ
（
ｂ
ハ
ロ
ク
』
（
Ｕ
Ｆ
。
２

へ
昼
Ｑ
）
（
Ｕ
（
Ｕ
〔
Ｕ
Ｆ
Ｄ
ｎ
こ

ぐ
Ｉ
Ｆ
。
（
ｂ
△
４
４
１

％
％
％
％
％
％
％
％
％
％

〈
Ｕ
４
１
反
り
へ
Ｊ
戸
○
の
ｏ
ｎ
ロ
ー
ノ
Ｑ
〉
ｎ
Ｕ

（
Ｕ
〔
Ｕ
１
’
４
１
（
Ｄ
ｎ
Ｕ
（
Ｕ
〔
。
ｑ
）
（
Ｕ

勺
Ｉ
ヘ
Ｊ
『
Ｉ
Ｑ
〕
Ｑ
）
ｑ
）
ハ
Ｕ

昨ﾛ 、F1
－一

102030405060708090100

テ．-ﾀ区間(10点）

冊

錐
霊
９
８
７
６
５
４
３
２
１

１
・
１
，
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

二
寺ＩTTLﾋｽﾄｸ゙ﾗﾑ

０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０

６
５
４
３
２
１

遡
無

各セクションの得点分布（23年度前期2年ﾉk）

GRM

データ区間（10点）

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

頻度 累積％

０
４
１
７
９
０
０
５
０
２

１
４
７
８
９
１
１
４

１
１
１
２
１

％
％
％
％
％
％
％
％
％
％

０
４
５
３
６
０
５
５
７
０

０
０
１
６
４
３
２
４
５
０

２
４
６
８
９
０１

306090120150180210240270300

テ、‐ﾀ区間(30点）

Ｔ
‐
Ｑ
）
ｌ
』

頻度 累積％データ区間（10点）

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

％
％
％
％
％
％
％
％
％
％

０
５
３
２
１
２
８
６
６
０

０
１
１
５
８
８
１
８
９
０

１
２
５
７
９
９
９
０

０
５
６
５
２
７
３
６
０
４

１
９
３
２
９
３
６
１

１
３
１
１
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各セクションの得点分布（24年度前期）

GRM

RDG

累積％頻度

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

１
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

占
恥
１

０１く間区ター
ア

累積％

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

１

占
小
１

０１く間区ター
ア 頻度

％
％
％
％
％
％
％
％
％
％

２
１
４
３
５
８
８
８
９
０

０
１
７
打
調
印
万
餌
卵
叩１

２
９
１
７
７
９
６
６
０
１

６
９
１
０
６
６
４
１

２
２
１
１

％
％
％
％
％
％
％
％
％
％

１
３
９
２
８
４
３
１
６
０

●
Ｄ
■
■
■
ｅ
ｅ
●
●
ロ

０
０
１
８
０
２
１
７
４
０

３
５
７
８
９
０１

２
４
蛇
詣
罰
魂
方
拓
網
叩

１
４
４
３
３
１
１

TTL（G+L+R）

LST累積％頻度データ区間（30点）

30

60

90

120

150

180

210

240

270

300

データ区間（10点）

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

頻度 累積％％
％
％
％
％
％
％
％
％
％

０
１
６
１
５
９
６
４
８
０

０
０
１
０
０
２
７
７
９
０

１
３
６
８
９
９
０１

０
１
５
３
９
７
２
６
３
２

１
８
９
１
４
９
２

１
３
２

％
％
％
％
％
％
％
％
％
％

３
１
９
９
６
２
３
３
９
０

●
●
●
■
●
●
巳
●
●
●

０
２
ね
“
万
引
蛇
的
的
叩１

６
６
５
９
３
２
２
９
３
１

３
５
９
５
７
０
５
１

３
４
６
２
１

RDG
各セクションの得点分布（23年度後期）

GRM

データ区間（10点）

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

頻度 累積％

４
２
８
５
０
２
２
３
９
１

１
８
４
２
６
２
６
６
１

１
４
４
４
３

％
％
％
％
％
％
％
％
％
％

２
８
２
５
５
７
８
０
４
０

０
０
５
氾
調
死
力
卵
兜
叩１

データ区間（10点）

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

頻度 累積％

１
４
劃
万
配
卵
叫
闘
調
万

２
３
４
３
２

％
％
％
％
％
％
％
％
％
％

１
３
６
６
３
０
６
９
７
０

●
●
◆
。
。
■
白
■
●
●

０
０
１
５
０
０
２
２
５
０

２
４
６
８
９
０１ TTL（G+L+R）

データ区間（30点）

30

60

90

120

150

180

210

240

270

300

頻度 累積％

０
４
７
６
０
７
９
６
６
１

３
０
２
８
７
２
３

２
５
６
３
１

％
％
％
％
％
％
％
％
％
％

０
２
１
４
４
８
８
１
９
０

■
■
■
●
●
●
●
●
●
●

０
０
２
２
８
２
１
８
９
０

１
３
７
９
９
９
０１

LST

データ区間（10点）

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

頻度 累積％

２
２
１
９
６
７
９
７
５
１

１
０
６
４
８
３
１
１

１
２
６
３
２
１

％
％
％
％
％
％
％
％
％
％

１
８
４
５
６
２
６
１
９
０

０
０
６
１
７
９
２
９
９
０

２
５
７
９
９
９
０１

各セクションの得点分布（24年度前期2年生）

GRM

RDG

データ区間（10点）

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

頻度 累積％

データ区間（10点）

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

頻度 累積％
４
８
１
０
５
３
８
０
２
８

１
２
８
８
６
９
６
５

１
１
４
３
２
２

％
％
％
％
％
％
％
％
％
％

２
２
０
１
２
５
１
６
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０

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

０
１
８
８
５
５
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６
９
０

１
４
６
８
９
９
０１

０
３
７
５
９
３
２
６
９
３

２
３
９
２
０
８
１
４

１
２
２
１
１

％
％
％
％
％
％
％
％
％
％

０
３
９
３
５
０
４
４
９
０
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●
①
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０
０
２
６
５
７
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２
４
６
８
９
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TTL（G+L+R）
LSTデータ区間（30点）

30

60

90

120

150

180

210

240

270

300

頻度 累積％

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

１
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

点
１

０１く間区タ
ー
ア 頻度 累積％

０
０
５
３
２
９
５
１
２
２

２
打
調
印
“
旧
２

％
％
％
％
％
％
％
％
％
％

０
０
４
７
６
７
５
７
９
０

，
●
●
●
■
■
●
●
■
●

０
０
１
７
９
３
８
８
９
０

２
６
８
９
９
０１

０
１
５
９
２
９
８
５
５
３

２
０
７
２
９
２
６
１

１
１
３
１
１

％
％
％
％
％
％
％
％
％
％

０
０
２
４
５
７
０
３
７
０

●
●
■
●
■
●
●
●
申
●

０
２
２
９
０
９
２
８
９
０

１
２
６
７
９
９
９
０１

I
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RDG

データ区間（10点）

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

頻度 累積％

２
個
開
明
訓
釦
旧
”
帽
６

２
２
２
１

％
％
％
％
％
％
％
％
％
％

２
４
０
６
２
４
６
８
４
０

●
●
■
●
●
●
●
□
●
●

０
１
８
６
９
０
０
４
９
０

１
３
６
８
９
９
０１

TTL（G+L+R）

データ区間（30点）

30

60

90

120

150

180

210

240

270

300

頻度 累積％

０
１
３
９
３
１
９
７
２
２

２
９
２
２
４
９
２

２
３
２

％
％
％
％
％
％
％
％
％
％

０
１
３
９
４
３
３
７
８
０

●
●
●
■
、
●
●
Ｑ
Ｇ
■

０
０
２
１
３
４
８
７
９
０

１
３
６
８
９
９
０１

各セクションの得点分布（24年度後期）

GRM

データ区間（10点）

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

頻度 累積％

％
％
％
％
％
％
％
％
％
％

０
２
１
９
４
８
２
２
６
０

０
０
２
６
２
９
３
４
５
０

２
３
６
８
９
０１

０
４
３
６
４
９
５
２
３
８

３
８
７
０
１
７
０
７

２
３
４
３
２

LST

頻度 累積％データ区間（10点）

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

％
％
％
％
％
％
％
％
％
％

１
６
４
５
８
８
５
６
９
０

●
●
●
●
●
●
①
●
●
●

０
０
７
１
４
８
２
９
９
０

２
５
７
９
９
９
０１

１
９
２
９
２
５
３
６
５
２

２
４
９
２
４
２

１
２
５
４
２
１

RDG

累積％頻度データ区間（10点）

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

％
％
％
％
％
％
％
％
％
％

１
５
８
０
５
９
０
１
５
０

■
命
●
●
●
●
●
●
■
●

０
１
７
旧
妬
髄
餌
師
卵
叩１

２
４
２
１
８
２
１
３
３
８

２
１
８
８
６
２
３
４

１
１
４
３
３
２

TTL（G+L+R）

累積％データ区間（30点）

30

60

90

120

150

180

210

240

270

300

頻度

％
％
％
％
％
％
％
％
％
％

０
１
５
１
５
９
２
４
０
０

●
。
●
●
■
●
●
●
●
■

０
０
１
９
９
３
９
８
０
０

２
６
８
９
０
０
１
１

０
１
６
５
２
０
８
３
９
０

２
個
詑
団
“
帽
２
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